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日本中世・近世における
「宋代翻訳密教経典」の受容について

德　重　弘　志

はじめに

本研究の目的は、「SAT 大蔵経データベース」および「CBETA 電子佛

典集成」を活用し、「宋代に翻訳された密教経典」（以下、宋代翻訳密教経

典）に言及する「中世・近世の日本人によって撰述された文献」を調査す

ることにより、それらの経典の日本における受容に関する研究基盤を確立

することである（1）。

「宋代翻訳密教経典」に関する先行研究では、「経典の一覧化」（2）や「特

定の文献における被引用状況」（3）については取り扱われている。しかし、

それらの経典が、どのような文献に引用されているのかについては、『大

正新脩大蔵経』や『卍新纂大日本続蔵経』などを対象とした網羅的な調査

は行われていない。

そこで本稿では、「宋代翻訳密教経典」の被引用状況について調査した

上で、抽出されたデータを「複数の密教経典に言及する文献」、「複数の密

教経典に言及する文献の著者」、「複数の文献に引用された宋代翻訳密教経

典」、「日本人に引用された後期密教経典」（4）という観点から整理するこ

とにより、これまで等閑視されてきた「宋代翻訳密教経典」の日本中世・

近世における受容の実態の解明を試みた。

1. 「宋代翻訳密教経典」に言及する文献の一覧

凡例

（1）本稿では、武内［1976］が一覧化した 982 ～ 1037 年に漢訳された密
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代
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典
」
の
受
容
に
つ
い
て

教経典（120 部）に、密教経典ではあるが般若部に収録されている［1］（仏

説最上根本大楽金剛不空三昧大教王経）と、同期間外に翻訳された［8］（仏

説大悲空智金剛大教王儀軌経）とを加えた、合計 122 部の密教経典を調

査対象とした（5）。なお、南宋で翻訳された経典に関しては、本稿では

考察の対象外とした。

（2）本稿では、日本中世・近世における「宋代翻訳密教経典」の受容を研

究対象とする都合上、①「19 世紀以降の文献」、②「日本人以外が撰述

した文献」については扱わないことにする。

（3）「宋代翻訳密教経典」には、［1］、［2］、［3］といった通番を付した。また、

それらに言及する「中世・近世の日本人によって撰述された文献」には、

［1-A］、［2-A］、［3-A］といった通番を付した。さらに、個々の用例に

関しては、［1-A-1］、［1-A-2］、［1-A-3］といった通番を付した上で、（　）

内に用例や引用元の所在を示した。

（4）書誌情報に関しては、「①文献名 , ②分類番号 , ③翻訳者／撰述者 , ④

翻訳年／撰述年」の順で表記した。なお、④が不明な場合には、「年代不詳」

と表記した上で、③に生没年を記載した。

（5）各々の文献における「宋代翻訳密教経典」への言及に関しては、経典

名と引用文をボールド体で強調した。ただし、［2］（仏説一切如来真実

摂大乗現証三昧大教王経）に言及する文献に関しては、引用数が莫大で

あり、個々の引用文をすべて提示した場合には、本稿に許可された紙幅

を超過してしまうため、個々の用例を割愛した。

（6）綴字は、原則として新字（例：秘密相経）を用いるが、大蔵経からの

引用文に関しては正字（例：祕密相經）を用いた。

（7）経典等の本文を修正した場合や、特に重要な語句に関しては、下線で

強調した。なお、前者の場合には、注記において修正前と修正後の語句

を明示した。

（9）
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［1 ］ 仏説最上根本大楽金剛不空三昧大教王経 , T 244 （vol. 8）, 法賢 , 999

年 .

［1-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年（6）.

・［1-A-1］ （T 2216, 70b19–22） （引用元：T 244, 789a8–9）

　或自見等者。三種地相好惡卽於定中可顯現也。

　法賢三藏所譯七卷理趣經第一云。

　　 若欲空中現文字相見三世事者。當書阿字持誦一落叉。卽見三世

事九右

・［1-A-2］ （T 2216, 195c17–24） （引用元：T 244, 799a10–19）

　一　曼荼羅莊嚴表示

　法賢所譯七卷理趣經第三曰（7）。

　　四方表四智　四門四念處　樓門四禪定　尾提爲定門　金剛柱總持

　　所有衆寶飾　表圓滿諸願　羯磨杵表示　諸佛之律儀　寶鈴幢旛蓋

　　爲諸妙法藏　明鏡大圓智　妙華七覺支　珠瓔及華鬘　是成就心明

　　如是表諸法　大樂曼荼羅　依法而建立十二右

　尚詳説于施護所譯大敎王儀軌

・［1-A-3］ （T 2216, 282c7–10）

　 又金剛智不空兩三藏所譯文殊儀軌。説入壇投花法。本尊三昧耶印

上挿花。又法賢三藏所譯七卷理趣經。説段段入曼荼羅儀軌。其投

花印皆不同也。

・［1-A-4］ （T 2216, 360c5–14） （引用元：T 244, 796b19–24）

　 次閻羅王七母乃至無我義也者。七母別名義釋七之三十七出之。如第五

抄引之。

七卷理趣經法賢譯第三云。

四方四隅畫八摩怛哩所謂東方澇捺哩。手持三叉。南方沒囉 彌。

手持數珠。西方吠瑟弩尾。手持輪。北方憍摩哩。手持鈴。東南

隅哥哩。手持刀。西南隅摩賀哥哩。手持芻哩。西北隅薄叉尼。
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手持能瑟吒囉。東北隅囉刹細。手持朅摏誐三左

此説八摩怛哩。四方同七母中四。四隅其名不同。

［1-B］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・［1-B-1］ （T 2225, 125a22–25）

　　佛説最上根本大樂金剛不空三昧大敎王經七卷

　　　 法賢三藏宋太平興國中譯出。是十八會中第六會廣本也。不空所譯理趣經彼會略本。故段段曼荼羅等不説之。

七卷經具説之。又明世出世間種種悉地。與指歸説符合矣

　・［1-B-2］ （T 2225, 230b10–21） （引用元：T 244, 822b14–16）

　　　金剛手灌頂時等者。明灌頂已住薩埵威儀而説偈也。

　　　【中略】

　　　七卷理趣經云。

　　　　 其高擧勢者　謂所有成就　最上自在印　鉤召諸成就　是名高

擧勢文

　　　 其印左手作拳安腰。卽表慢相也。夫灌頂者離於我執義。離我執

已住大我。大我者佛界生界唯一平等見。

［1-C］ 理趣釈秘要鈔 , T 2241 （vol. 61）, 杲宝・賢宝 , 1356 年 .

　・［1-C-1］ （T 2241, 658a1–12）

　　佛説最上根本大樂金剛不空三昧大敎王經七卷西天三藏法賢譯

　　　 私云。十八會指歸釋第六會云。一一尊具説四種曼荼羅。各各説

引入弟子儀。授理趣般若波羅蜜多法。及受四種印法。品品中各

説求世間出世間悉地法云云披七卷經會指歸説相。而爲眞言行者

誦持傳法聖者除引入曼荼羅等儀以爲一卷經。

　　　若爾者七卷經廣本一卷經是略本也

　　　已上三經文言雖有増減。倶是理趣經同本異譯也

　・［1-C-2］ （T 2241, 675b2–12） （引用元：T 244, 786c2–3）

　　問。七卷理趣經云。

　　　是大慈悲大毘盧遮那如來與八俱胝大菩薩衆倶文

　　實相般若經云。

（11）
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　　　八千萬人前後圍遶文

　　以上兩經其説是同。

　　【中略】

　　 答。七卷經幷實相經於八十俱胝中八俱胝菩薩爲上首。故別擧之歟。

此經主伴並取。故非相違。

　・［1-C-3］ （T 2241, 687b15–22）

　　天竺以香塗身能除熱苦故。云身樂清淨也。

　　　 已上四菩薩花香燈塗外四供也。常以香爲初。此經以花爲初。外

四供爲供四佛春夏秋冬如次配東西南北。以花爲最初。尤有其謂

矣。

　　　 又法賢所譯七卷理趣經第三所説尊位次第花香燈塗也。然所出眞

言者常途香花燈塗次第也。可悉之

　・ ［1-C-4］ （T 2241, 689b16–c3） （引用元：T 244, 786c29–787a3, 787a6–

7, 791c21–24）

　　薄伽梵者。有二義。一指中臺敎主云薄伽梵。

　　【中略】

　　又七卷理趣經云。

　　　 爾時世尊大毘盧舍那佛欲令宣説諸佛最上乃至一切義成就法金剛

手大三摩耶法文　當此經時薄伽梵等文

　　又云。

　　　 爾時大毘盧舍那佛先現微咲。左作高擧勢戲擲金剛杵云云　當此經爲

欲重顯明等文

　　 依此等文。大日如來住金剛手三摩地重顯明此義。爾時改名號金剛

手菩薩摩訶薩也。以下諸段皆如是。

　　【中略】

　　七卷理趣經云。

　　　 爾時觀自在菩薩聞釋迦牟尼佛説此眞實理趣淸淨法門已卽現微

咲。衆色蓮花心明曰。紇哩云云



— 144 —

（10）

日
本
中
世
・
近
世
に
お
け
る
「
宋
代
翻
訳
密
教
経
典
」
の
受
容
に
つ
い
て

手持能瑟吒囉。東北隅囉刹細。手持朅摏誐三左

此説八摩怛哩。四方同七母中四。四隅其名不同。

［1-B］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・［1-B-1］ （T 2225, 125a22–25）

　　佛説最上根本大樂金剛不空三昧大敎王經七卷

　　　 法賢三藏宋太平興國中譯出。是十八會中第六會廣本也。不空所譯理趣經彼會略本。故段段曼荼羅等不説之。

七卷經具説之。又明世出世間種種悉地。與指歸説符合矣

　・［1-B-2］ （T 2225, 230b10–21） （引用元：T 244, 822b14–16）

　　　金剛手灌頂時等者。明灌頂已住薩埵威儀而説偈也。

　　　【中略】

　　　七卷理趣經云。

　　　　 其高擧勢者　謂所有成就　最上自在印　鉤召諸成就　是名高

擧勢文

　　　 其印左手作拳安腰。卽表慢相也。夫灌頂者離於我執義。離我執

已住大我。大我者佛界生界唯一平等見。

［1-C］ 理趣釈秘要鈔 , T 2241 （vol. 61）, 杲宝・賢宝 , 1356 年 .

　・［1-C-1］ （T 2241, 658a1–12）

　　佛説最上根本大樂金剛不空三昧大敎王經七卷西天三藏法賢譯

　　　 私云。十八會指歸釋第六會云。一一尊具説四種曼荼羅。各各説

引入弟子儀。授理趣般若波羅蜜多法。及受四種印法。品品中各

説求世間出世間悉地法云云披七卷經會指歸説相。而爲眞言行者

誦持傳法聖者除引入曼荼羅等儀以爲一卷經。

　　　若爾者七卷經廣本一卷經是略本也

　　　已上三經文言雖有増減。倶是理趣經同本異譯也

　・［1-C-2］ （T 2241, 675b2–12） （引用元：T 244, 786c2–3）

　　問。七卷理趣經云。

　　　是大慈悲大毘盧遮那如來與八俱胝大菩薩衆倶文

　　實相般若經云。

（11）

密　
　

教　
　

文　
　

化

　　　八千萬人前後圍遶文

　　以上兩經其説是同。

　　【中略】

　　 答。七卷經幷實相經於八十俱胝中八俱胝菩薩爲上首。故別擧之歟。

此經主伴並取。故非相違。

　・［1-C-3］ （T 2241, 687b15–22）

　　天竺以香塗身能除熱苦故。云身樂清淨也。

　　　 已上四菩薩花香燈塗外四供也。常以香爲初。此經以花爲初。外

四供爲供四佛春夏秋冬如次配東西南北。以花爲最初。尤有其謂

矣。

　　　 又法賢所譯七卷理趣經第三所説尊位次第花香燈塗也。然所出眞

言者常途香花燈塗次第也。可悉之

　・ ［1-C-4］ （T 2241, 689b16–c3） （引用元：T 244, 786c29–787a3, 787a6–

7, 791c21–24）

　　薄伽梵者。有二義。一指中臺敎主云薄伽梵。

　　【中略】

　　又七卷理趣經云。

　　　 爾時世尊大毘盧舍那佛欲令宣説諸佛最上乃至一切義成就法金剛

手大三摩耶法文　當此經時薄伽梵等文

　　又云。

　　　 爾時大毘盧舍那佛先現微咲。左作高擧勢戲擲金剛杵云云　當此經爲

欲重顯明等文

　　 依此等文。大日如來住金剛手三摩地重顯明此義。爾時改名號金剛

手菩薩摩訶薩也。以下諸段皆如是。

　　【中略】

　　七卷理趣經云。

　　　 爾時觀自在菩薩聞釋迦牟尼佛説此眞實理趣淸淨法門已卽現微

咲。衆色蓮花心明曰。紇哩云云
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　　准此等文。金剛手自顯明也。薄伽梵者稱嘆詞也。

　・［1-C-5］ （T 2241, 708a11–16） （引用元：T 244, 790c4–7）

　　此忿怒等者。此尊金剛部而兼寶部。

　　七卷理趣經説第三段云。

　　　 爾時金剛手菩薩現微咲相。引諸天等入曼荼羅令住三昧。以寶部

法授與灌頂。復以金剛部法授其灌頂。令盡衆生界作大饒益事安

外金剛中文

　　可知之。

　・［1-C-6］ （T 2241, 712a6–14） （引用元：T 244, 792a23–28）

　　前安金剛法者。中臺觀音普門四智總體也。此觀音一門四智隨一也。

　　【中略】

　　七卷理趣經云。

　　　譬如妙色蓮　處泥常淸淨　貪瞋癡本性　無染亦如是　所有一切法

　　　應如是觀察　諸法本淸淨　當滅諸煩惱　常在諸三昧　成佛一切智

　　　證如是法已　是名觀自在文

　　卽此意也。

　・ ［1-C-7］ （T 2241, 724a20–b1） （引用元：T 244, 794c2–5, 792a16–

20）

　　若引弟子等者。

　　七卷理趣經第二云。

　　　 阿闍梨依法結金剛輪印。引弟子入曼拏羅。授以金剛輪。令受灌

頂傳與四種曼拏羅及本部所有三昧等法。弟子儀法既爾。金剛輪

曼拏羅所作成就亦應如是。

　　又説觀自在菩薩曼拏羅云。

　　　 畫曼拏羅已。阿闍梨當令弟子著白衣以淨帛覆面卽持妙華而結蓮

花印。引入於曼拏羅中。令其弟子當至心鄭重。以花散擲。花所

墮處卽是本尊。得本尊已。依蓮花部灌頂之法當作灌頂

　・［1-C-8］ （T 2241, 735a2–18）

（13）
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　　 文爾時七母女天等者。以下三段承來。前第十二段佛説四種藏性。

是則毘盧遮那與鬼畜等其心平等無有勝劣義也。

　　【中略】

　　 依之七卷理趣經外金剛會七母女天等四段總科顯外金剛部儀軌分第

十二。以知七母等三段屬前四種藏性。諸段皆先如來發説。

　　【中略】

　　 是故依七卷經者。一經總爲十四段。依此經者爲十七段。開合從宜。

勿是非矣。

　・［1-C-9］ （T 2241, 743a8–9）

　　 廣經者。指廣大理趣經歟。七卷理趣經委説之。但後代譯故多相違

歟。彼可見之。

　・［1-C-10］ （T 2241, 744b3–19） （引用元：T 244, 797c13）

　　理趣經云如蓮體本淨事

　　【中略】

　　又七卷理趣經第三云。

　　　譬如妙色蓮　淸淨性無染云云

　・［1-C-11］ （T 2241, 745b29–c2） （引用元：T 244, 797b13）

　　五種善哉句等者。第一善哉説大薩埵故爲東方金剛部。

　　七卷理趣經

　　　善哉金剛手云云

［1-D］ 開心抄 , T 2450 （vol. 77）, 杲宝 , 1349 年 .

　・［1-D-1］ （T 2450, 752a24–b9） （引用元：T 244, 823b11）

　　 問。此方傳爲。右手等多動。坐者要令左厭右。今乃與彼碩反。未

審何故耶。

　　 答。西方諸師從佛以來相承坐法皆如此。幷是印法。此方擅改。吾

所未詳也云云兩傳是非以之可知。

　　【中略】

　　又七卷理趣經第七法賢三藏譯云。
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法授與灌頂。復以金剛部法授其灌頂。令盡衆生界作大饒益事安

外金剛中文

　　可知之。

　・［1-C-6］ （T 2241, 712a6–14） （引用元：T 244, 792a23–28）

　　前安金剛法者。中臺觀音普門四智總體也。此觀音一門四智隨一也。
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　　七卷理趣經云。
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20）

　　若引弟子等者。

　　七卷理趣經第二云。
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　　又説觀自在菩薩曼拏羅云。

　　　 畫曼拏羅已。阿闍梨當令弟子著白衣以淨帛覆面卽持妙華而結蓮

花印。引入於曼拏羅中。令其弟子當至心鄭重。以花散擲。花所
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　　 是故依七卷經者。一經總爲十四段。依此經者爲十七段。開合從宜。

勿是非矣。

　・［1-C-9］ （T 2241, 743a8–9）

　　 廣經者。指廣大理趣經歟。七卷理趣經委説之。但後代譯故多相違

歟。彼可見之。

　・［1-C-10］ （T 2241, 744b3–19） （引用元：T 244, 797c13）

　　理趣經云如蓮體本淨事

　　【中略】

　　又七卷理趣經第三云。

　　　譬如妙色蓮　淸淨性無染云云

　・［1-C-11］ （T 2241, 745b29–c2） （引用元：T 244, 797b13）

　　五種善哉句等者。第一善哉説大薩埵故爲東方金剛部。

　　七卷理趣經

　　　善哉金剛手云云

［1-D］ 開心抄 , T 2450 （vol. 77）, 杲宝 , 1349 年 .

　・［1-D-1］ （T 2450, 752a24–b9） （引用元：T 244, 823b11）

　　 問。此方傳爲。右手等多動。坐者要令左厭右。今乃與彼碩反。未

審何故耶。

　　 答。西方諸師從佛以來相承坐法皆如此。幷是印法。此方擅改。吾

所未詳也云云兩傳是非以之可知。

　　【中略】

　　又七卷理趣經第七法賢三藏譯云。
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　　　結禪定印　以左手押右云云

　　 金智廣智無畏一行等。爲一家之正嫡事兩部翻經。皆下左上右。於

眞言一家者。以此説可爲正。

［1-E］ 宝冊鈔 , T 2453 （vol. 77）, 杲宝 , 1350 年 .

　・［1-E-1］ （T 2453, 809c17–20）

　　 彼録意枝流別行録中擧實相經爲般若第十會別出。未出金剛頂理趣

經。何況理趣經者五部具會段不説種子眞言。七卷理趣經亦以然也。

　・［1-E-2］ （T 2453, 810a9–22）

　佛説最上根本大樂金剛不空三昧大敎王經七卷

　　 右一經西天三藏法賢大宋朝新譯也。此經有二十五分。前十四分終

于第三卷與不空三藏所譯一卷經大同也。以廣略爲異。七卷經梵本具

翻譯之。諸段説四種曼荼羅各説引入弟子儀軌亦説世間出世間悉地

法。與指歸文符合。理趣釋如廣瑜伽説云云相當此經梵本。一卷經

脱略此等文。又七卷經合説外金剛部三段七母三兄弟四姉妹故有十四段。

又善哉等偈頌五部具會段次後説之一切如來已下四句無之。流通奉行分故也次説五

祕密十七尊曼荼羅説引入弟子法等。已上三卷説相了後四卷説相不

載于指歸文。不詳子細矣

［1-F］ 参天台五台山記 , B 174 （vol. 32）, 成尋 , 1073 年 .

　・［1-F-1］ （B 174, 403c11–14） （引用元：T 244, 789b3–4）

　　廿三日（丙寅）

　　天晴。來日齋使來催。可參來由示了。

　　披最上根本大樂金剛不空三昧大敎王經七卷本。法賢（8）譯。第一云。

　　　若欲雨者。當往龍潭中持誦。若欲止雨者。當用蔞花於水中護摩。

　　賜顯聖寺新經聖旨到來。如右。

［2］ 仏説一切如来真実摂大乗現証三昧大教王経 , T 882 （vol. 18）, 施護 , 

1015 年 .

［2-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

（15）
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化

［2-B］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

［2-C］ 三十巻教王経文次第 , T 2226 （vol. 61）, 杲宝 , 1349 年 .

［2-D］ 理趣釈秘要鈔 , T 2241 （vol. 61）, 杲宝・賢宝 , 1356 年 .

［2-E］ 金剛頂宗綱概 , T 2451 （vol. 77）, 杲宝 , 1349 年 .

［2-F］ 宝冊鈔 , T 2453 （vol. 77）, 杲宝 , 1350 年 .

［2-G］ 厚造紙 , T 2483 （vol. 78）, 定海（1074–1149）・元海（1094–1157）, 

年代不詳 .

［2-H］ 玄秘抄 , T 2486 （vol. 78）, 実運（1105–1160）, 年代不詳 .

［2-I］ 幸心鈔 , T 2498 （vol. 78）, 憲深・親快 , 1263 年 .

［2-J］ 金界発恵抄 , T 2533 （vol. 79）, 頼瑜 , 1295 年 .

［2-K］ 薄双紙口決 , T 2535 （vol. 79）, 頼瑜 , 1262 年 .

［2-L］ 秘鈔問答 , T 2536 （vol. 79）, 頼瑜 , 1300 年 .

［3］ 仏説秘密相経 , T 884 （vol. 18）, 施護 , 1011 年 .

［3-A］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

・［3-A-1］ （T 2225, 167a6–11） （引用元：T 884, 466c19–22）

　　願住者。正明受得。謂戒體住我身中也。我常守護者。是明隨行也。

　　又祕密相經中卷云。

　　　受灌頂已。然可得受諸佛成就大金剛杵。復次頌曰。

　　　　 汝常持此金剛杵　卽金剛手堅固戒　金剛薩埵勝修中

　　　　一切由斯得成就文

　　　應知金剛杵卽是戒體也。

　・ ［3-A-2］ （T 2225, 202a27–c23） （ 引 用 元：T 884, 464a6–14, 

464a26–b8）

　　二者離於五根者。謂凡夫觀心。且如觀月輪是。

　　【中略】

　　又祕密相經第一施護譯明通達心眞言畢云。

　　　復次頌曰。
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　　　結禪定印　以左手押右云云
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翻譯之。諸段説四種曼荼羅各説引入弟子儀軌亦説世間出世間悉地
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　　賜顯聖寺新經聖旨到來。如右。
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　　願住者。正明受得。謂戒體住我身中也。我常守護者。是明隨行也。

　　又祕密相經中卷云。

　　　受灌頂已。然可得受諸佛成就大金剛杵。復次頌曰。

　　　　 汝常持此金剛杵　卽金剛手堅固戒　金剛薩埵勝修中

　　　　一切由斯得成就文

　　　應知金剛杵卽是戒體也。

　・ ［3-A-2］ （T 2225, 202a27–c23） （ 引 用 元：T 884, 464a6–14, 

464a26–b8）

　　二者離於五根者。謂凡夫觀心。且如觀月輪是。

　　【中略】

　　又祕密相經第一施護譯明通達心眞言畢云。

　　　復次頌曰。
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　　　　 眞言圓滿大淸淨　其猶虚空無垢翳　一切麁重悉蠲除

　　　　而復破遣邪分別　彼諸煩惱垢淨故　復如朗月見所生

　　　　諸佛功德聚無邊　悉入阿字等妙相

　　　其相云何。所謂。

　　　　阿阿引壹翳嗢汚哩黎引哩黎引伊愛鄔奧暗惡。

　　又明修菩提心眞言畢云。

　　　復次頌曰。

　　　　 隨此出生大悲心　普攝衆生諸所作　一切善法悉周圓

　　　　一切煩惱皆不著　月曼荼羅左右中　菩提心月爲第二

　　　　所有諸佛功德門　復入迦字等妙相

　　　如是入已。乃與諸法影像相應。其相云何。所謂。

　　　　 迦佉誐伽昂鼻音輕呼左蹉惹仁左切鄼重呼倪倪也切輕呼叱姹挐尼轄切嗏重呼挐平

聲輕呼多他捺陀重呼那輕呼波頗末婆重呼摩輕呼耶囉羅嚩設沙薩乞叉。

　　　此等文字卽是菩提心月曼拏羅相文

　　解云。通達心眞言是菩提心月體。

　・［3-A-3］ （T 2225, 203c29–204a3）

　　 又心自性阿字菩提心體。光明卽諸字輪如前引祕密相經諸字輪者。卽

三十二相八十隨好具如第十九釋以此功德莊嚴法身。

　・［3-A-4］ （T 2225, 370b27–c4） （引用元：T 884, 466c19–22）

　　 金剛薩埵者。謂菩提心之異名也。此菩提心阿字門金剛性不可壞。

故云堅固。禁謂禁戒。上云一切如來成就金剛禁戒卽是也。

　　祕密相經中卷云。

　　　受灌頂已然可得受諸佛成就大金剛杵。復次頌曰。

　　　　 汝常持此金剛杵　卽金剛手堅固戒　金剛薩埵勝修中

　　　　一切由斯得成佛文

［3-B］ 理趣釈秘要鈔 , T 2241 （vol. 61）, 杲宝・賢宝 , 1356 年 .

　・［3-B-1］ （T 2241, 712b21–28）

　　 若欲自歸敬他者。自身觀金剛。他身觀蓮花。當段初釋自蓮花或時想

（17）

密　
　

教　
　

文　
　

化

己身下他金剛或時他身下後以自金剛與彼蓮花者。金剛爲自蓮花爲他。是

影略互顯意也。

　　初釋自蓮花中三十卷敎王經第二十七者。

　　　　 蓮花金剛杵相合　此説印爲最上樂　復當以自出生門

　　　　獻一切佛速成就

　　　此佛所説寶愛法門文

　　施護所譯祕密相經可勘之

［4］ 仏説一切如来金剛三業最上秘密大教王経 , T 885 （vol. 18）, 施護 , 

1002 年 .

［4-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［4-A-1］ （T 2216, 17a26–b15） （引用元：T 885, 508c14–15）

　　一　阿闍梨得名幷種類

　　【中略】

　　裏云

　　　君持闍梨者。指灌頂阿闍梨歟。君持者賢瓶也。

　　　施護所譯一切如來金剛三業最上祕密大敎王經第七云。

　　　　灌頂有三種　如此敎中説　彼賢瓶灌頂　此名爲第一十二右

　　可思之已上裏

［4-B］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・［4-B-1］ （T 2225, 125a26–b3）

　　佛説一切如來金剛三業最上祕密大敎王經七卷

　　　施護譯。十八會中第十五會名祕密集會瑜伽。此經應是從彼會出。檢其説相與指歸文最符合矣。右多依杲師抄出之

［5］ 一切秘密最上名義大教王儀軌 , T 888 （vol. 18）, 施護 , 1009 年 .

［5-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［5-A-1］ （T 2216, 16a27–b3） （引用元：T 888, 538a18–21）

　　乃至第十一地等者。
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　　　　 眞言圓滿大淸淨　其猶虚空無垢翳　一切麁重悉蠲除

　　　　而復破遣邪分別　彼諸煩惱垢淨故　復如朗月見所生

　　　　諸佛功德聚無邊　悉入阿字等妙相

　　　其相云何。所謂。

　　　　阿阿引壹翳嗢汚哩黎引哩黎引伊愛鄔奧暗惡。

　　又明修菩提心眞言畢云。

　　　復次頌曰。

　　　　 隨此出生大悲心　普攝衆生諸所作　一切善法悉周圓

　　　　一切煩惱皆不著　月曼荼羅左右中　菩提心月爲第二

　　　　所有諸佛功德門　復入迦字等妙相

　　　如是入已。乃與諸法影像相應。其相云何。所謂。

　　　　 迦佉誐伽昂鼻音輕呼左蹉惹仁左切鄼重呼倪倪也切輕呼叱姹挐尼轄切嗏重呼挐平

聲輕呼多他捺陀重呼那輕呼波頗末婆重呼摩輕呼耶囉羅嚩設沙薩乞叉。

　　　此等文字卽是菩提心月曼拏羅相文

　　解云。通達心眞言是菩提心月體。

　・［3-A-3］ （T 2225, 203c29–204a3）

　　 又心自性阿字菩提心體。光明卽諸字輪如前引祕密相經諸字輪者。卽

三十二相八十隨好具如第十九釋以此功德莊嚴法身。

　・［3-A-4］ （T 2225, 370b27–c4） （引用元：T 884, 466c19–22）

　　 金剛薩埵者。謂菩提心之異名也。此菩提心阿字門金剛性不可壞。

故云堅固。禁謂禁戒。上云一切如來成就金剛禁戒卽是也。

　　祕密相經中卷云。

　　　受灌頂已然可得受諸佛成就大金剛杵。復次頌曰。

　　　　 汝常持此金剛杵　卽金剛手堅固戒　金剛薩埵勝修中

　　　　一切由斯得成佛文

［3-B］ 理趣釈秘要鈔 , T 2241 （vol. 61）, 杲宝・賢宝 , 1356 年 .

　・［3-B-1］ （T 2241, 712b21–28）

　　 若欲自歸敬他者。自身觀金剛。他身觀蓮花。當段初釋自蓮花或時想

（17）

密　
　

教　
　

文　
　

化

己身下他金剛或時他身下後以自金剛與彼蓮花者。金剛爲自蓮花爲他。是

影略互顯意也。

　　初釋自蓮花中三十卷敎王經第二十七者。

　　　　 蓮花金剛杵相合　此説印爲最上樂　復當以自出生門

　　　　獻一切佛速成就

　　　此佛所説寶愛法門文

　　施護所譯祕密相經可勘之

［4］ 仏説一切如来金剛三業最上秘密大教王経 , T 885 （vol. 18）, 施護 , 

1002 年 .

［4-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［4-A-1］ （T 2216, 17a26–b15） （引用元：T 885, 508c14–15）

　　一　阿闍梨得名幷種類

　　【中略】

　　裏云

　　　君持闍梨者。指灌頂阿闍梨歟。君持者賢瓶也。

　　　施護所譯一切如來金剛三業最上祕密大敎王經第七云。

　　　　灌頂有三種　如此敎中説　彼賢瓶灌頂　此名爲第一十二右

　　可思之已上裏

［4-B］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・［4-B-1］ （T 2225, 125a26–b3）

　　佛説一切如來金剛三業最上祕密大敎王經七卷

　　　施護譯。十八會中第十五會名祕密集會瑜伽。此經應是從彼會出。檢其説相與指歸文最符合矣。右多依杲師抄出之

［5］ 一切秘密最上名義大教王儀軌 , T 888 （vol. 18）, 施護 , 1009 年 .

［5-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［5-A-1］ （T 2216, 16a27–b3） （引用元：T 888, 538a18–21）

　　乃至第十一地等者。
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　　最上名義大敎王儀軌上施護譯云。

　　　 唯佛如來妙智身　是名十一地圓滿　十聖修十波羅蜜

　　　十力自在諸行圓　如是超過十地已　佛相應法然後得

　　　飮金剛水成正覺　法甘露味卽相應六左

　・［5-A-2］ （T 2216, 130a12–19） （引用元：T 888, 538a20–21）

　　金剛水者。

　　【中略】

　　最上名義大敎王儀軌於瑜伽大部中略出西天三藏施護譯上云。

　　　 如是超過十地已　佛相應法然後得　飮金剛水成正覺

　　　法甘露味卽相應六左

［5-B］ 金剛頂宗綱概 , T 2451 （vol. 77）, 杲宝 , 1349 年 .

　・［5-B-1］ （T 2451, 772b23–28） （引用元：T 888, 537c8–9）

　　 毘盧遮那成道尤以此界可爲其處。須彌山頂又主不動不壞德。大日

經説曼荼羅壇地或云因陀羅壇。或云帝釋壇。

　　最上名義大敎王經儀軌上施護譯云。

　　　 東方帝釋天地大　南方火天爲火大　西方水天爲水大

　　　北方風天爲風大文

　　卽此意也。

［6 ］ 一切如来大秘密王未曾有最上微妙大曼拏羅経 , T 889 （vol. 18）, 

　天息災 , 987 年 .

［6-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［6-A-1］ （T 2216, 95a6–19） （引用元：T 889, 554a17–21）

　　宴坐疲極等者。正釋持眞言行者等文。

　　【中略】

　　微妙大曼拏羅經第四云。

　　　 其阿闍梨與弟子等。於此時俱只不離曼拏羅所。或至夜止宿。亦

可只在曼拏羅東面地上。敷吉祥草眠臥。臥時以頭向南。面向曼

（19）

密　
　

教　
　

文　
　

化

拏羅本尊止宿。至晨旦以金剛眞言加持其地。及加持香水。於曼

拏羅所而爲灑淨六右

　　此經説金剛界灌頂故。云東面地上也。當經所説相翻而知

　・ ［6-A-2］ （T 2216, 96c1–28） （引用元：T 889, 546a17–20, 546a26–

28, 546b1–3, 546b5–6）

　　偈云生種姓乃至爲勝族也者。二明種姓德也。

　　【中略】

　　又微妙大曼拏羅經天息災譯第二云。

　　　 復次何人可攝受而爲弟子。又弟子所生何國而可攝受。於四大姓

刹帝利婆羅門毘舍首陀如是四姓。可攝受者何姓爲上

　　　 ○金剛手彼弟子生處國土方所。我今説之。若刹帝利或婆羅門等

種姓之人。生舍衞國摩伽陀國支那國三摩怛吒國。

　　　 ○如是諸國所生之者皆可攝受。又若無如上中國人者。彼師子國

人及一切國人。亦可攝受。

　　　 ○如上諸國。若刹帝利及婆羅門種姓生者。若依阿闍梨。禀受修

行爲行人者。必獲圓滿初葉

　　若依此文。於四姓中。以刹利婆羅門二姓可爲本也。

　・［6-A-3］ （T 2216, 134b23–135a26） （引用元：T 889, 543a20–b8）

　　重重院皆設四門者。

　　【中略】

　　微妙大曼拏羅經天息災譯第一云。

　　　 佛言。金剛手作曼荼羅者有四種門。所爲東南西北。此爲四種。

金剛手言。其門入者得何果報。佛言金剛手漫拏羅有外有内及與

中間。作曼拏羅者。作九分量。此九分者。是最上漫荼羅。正擘

四門。於此四門。所作所求果報各異。若爲求大地主求劍成就。

求入修羅宮乃至安樂及解脱智者。可於東門持誦作法。若爲求聖

藥成就及豐富財穀。乃至安樂吉祥息諸災沴者。可於南門持誦作

法。若爲求一切人愛重。子孫隆盛。財穀豐富。息災安樂者。可
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　　最上名義大敎王儀軌上施護譯云。

　　　 唯佛如來妙智身　是名十一地圓滿　十聖修十波羅蜜

　　　十力自在諸行圓　如是超過十地已　佛相應法然後得

　　　飮金剛水成正覺　法甘露味卽相應六左

　・［5-A-2］ （T 2216, 130a12–19） （引用元：T 888, 538a20–21）

　　金剛水者。

　　【中略】

　　最上名義大敎王儀軌於瑜伽大部中略出西天三藏施護譯上云。

　　　 如是超過十地已　佛相應法然後得　飮金剛水成正覺

　　　法甘露味卽相應六左

［5-B］ 金剛頂宗綱概 , T 2451 （vol. 77）, 杲宝 , 1349 年 .

　・［5-B-1］ （T 2451, 772b23–28） （引用元：T 888, 537c8–9）

　　 毘盧遮那成道尤以此界可爲其處。須彌山頂又主不動不壞德。大日

經説曼荼羅壇地或云因陀羅壇。或云帝釋壇。

　　最上名義大敎王經儀軌上施護譯云。

　　　 東方帝釋天地大　南方火天爲火大　西方水天爲水大

　　　北方風天爲風大文

　　卽此意也。

［6 ］ 一切如来大秘密王未曾有最上微妙大曼拏羅経 , T 889 （vol. 18）, 

　天息災 , 987 年 .

［6-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［6-A-1］ （T 2216, 95a6–19） （引用元：T 889, 554a17–21）

　　宴坐疲極等者。正釋持眞言行者等文。

　　【中略】

　　微妙大曼拏羅經第四云。

　　　 其阿闍梨與弟子等。於此時俱只不離曼拏羅所。或至夜止宿。亦

可只在曼拏羅東面地上。敷吉祥草眠臥。臥時以頭向南。面向曼

（19）

密　
　

教　
　

文　
　

化

拏羅本尊止宿。至晨旦以金剛眞言加持其地。及加持香水。於曼

拏羅所而爲灑淨六右

　　此經説金剛界灌頂故。云東面地上也。當經所説相翻而知

　・ ［6-A-2］ （T 2216, 96c1–28） （引用元：T 889, 546a17–20, 546a26–

28, 546b1–3, 546b5–6）

　　偈云生種姓乃至爲勝族也者。二明種姓德也。

　　【中略】

　　又微妙大曼拏羅經天息災譯第二云。

　　　 復次何人可攝受而爲弟子。又弟子所生何國而可攝受。於四大姓

刹帝利婆羅門毘舍首陀如是四姓。可攝受者何姓爲上

　　　 ○金剛手彼弟子生處國土方所。我今説之。若刹帝利或婆羅門等

種姓之人。生舍衞國摩伽陀國支那國三摩怛吒國。

　　　 ○如是諸國所生之者皆可攝受。又若無如上中國人者。彼師子國

人及一切國人。亦可攝受。

　　　 ○如上諸國。若刹帝利及婆羅門種姓生者。若依阿闍梨。禀受修

行爲行人者。必獲圓滿初葉

　　若依此文。於四姓中。以刹利婆羅門二姓可爲本也。

　・［6-A-3］ （T 2216, 134b23–135a26） （引用元：T 889, 543a20–b8）

　　重重院皆設四門者。

　　【中略】

　　微妙大曼拏羅經天息災譯第一云。

　　　 佛言。金剛手作曼荼羅者有四種門。所爲東南西北。此爲四種。

金剛手言。其門入者得何果報。佛言金剛手漫拏羅有外有内及與

中間。作曼拏羅者。作九分量。此九分者。是最上漫荼羅。正擘

四門。於此四門。所作所求果報各異。若爲求大地主求劍成就。

求入修羅宮乃至安樂及解脱智者。可於東門持誦作法。若爲求聖

藥成就及豐富財穀。乃至安樂吉祥息諸災沴者。可於南門持誦作

法。若爲求一切人愛重。子孫隆盛。財穀豐富。息災安樂者。可
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於西門持誦作法。若爲降伏怨家及調伏一切極惡之者。或作勇猛

之事。擁護持誦之人。可於北門持誦作法。復次金剛手。若依眞

言儀軌修相應行。隨所信樂。於各各門入悉能成就。若復信樂修

相應儀軌。一向專注究於文義。求無我法者。入於東門五六

　・［6-A-4］ （T 2216, 175c1–4） （引用元：T 889, 556c14）

　　上下二鋒等者。此有二義。一二股杵也。心覺雜祕中末云。

　　　獨股杵如常二股出慈氏儀軌三股如常四股出慈氏儀軌五股如常九股出微妙曼拏羅經　已上

　　於上下各有二股。故云上下二鋒也。

　・ ［6-A-5］ （T 2216, 175c11–176a3） （ 引 用 元：T 889, 556b12–19, 

556b28–c10）

　　一　金剛杵種類標相

　　未曾有最上微妙大曼荼羅經天息災譯第五云。

　　　 復次金剛手菩薩白佛言。世尊云何名金剛杵。彼杵上下中間云何

分別。唯願世尊。以大智自在而爲開説。佛告金剛手菩薩言。諦

聽金剛杵者。以三印印之。金剛手。我今説五股杵。上五股表毘

盧遮那佛･阿閦佛･寶生佛･無量光佛･不空成就佛。下五股者。

表四波羅蜜。所謂金剛波羅蜜等。中表淸淨菩薩變化身忿怒明王

　　　 ○金剛杵有隨部種種之相若復五股作圓相。令股不相著。其中股

比餘股長半指節。其杵上下正分三分。兩頭幷中是名三分。此金

剛智慧自在菩薩金剛杵。或如寶形。及圓相頭稍磔開。此寶部金

剛杵。或如蓮華相。寶莊此是蓮華部金剛杵。或如優鉢羅華形。

有四面作十二股。於蓮華中出股。頭不相著。此名羯磨金剛杵。

或有三股。亦是羯磨金剛杵。若復堅牢圓相作五股。頭相著。其

股作三稜相。此是如來最上金剛杵。若復作九股。上下猛焔相。

此是忿怒金剛杵。若復獨股。卽是微妙心金剛杵五左七右

　・ ［6-A-6］ （T 2216, 176b21–c4） （引用元：T 889, 556c17–19, 556c22–

557a1）

　　一　鈴韹種類分別

（21）

密　
　

教　
　

文　
　

化

　　微妙大曼拏羅經天息災譯第五云。

　　　 鈴有獨韹者。有多韹者。若或鈴聲淸響遠近樂聞。用獨韹者。於

佛所説眞言而得成就。若二韹者。得降龍法成就

　　　 ○若七韹者。當於調伏他呪而得成就。復次説韹之形相。亦有分

別。若韹如金剛杵相者。此是金剛部金剛手法中之相。若韹如寶

相者。此是金剛寶部之相。若韹如蓮華者。此是金剛蓮華部之相。

若韹如金剛羯磨杵團圓相者。及如輪者。此是羯磨部之相。可於

一切羯磨法中使用。若降拏枳儞及阿修羅者。乃至作大忿怒法者。

亦可用此羯磨鈴七葉

　・［6-A-7］ （T 2216, 177b19–c3） （引用元：T 889, 551b9–14）

　　降閻摩尊等者。

　　【中略】

　　微妙大曼拏羅經第三云。

　　　 想有焔曼德迦明王。現大惡相。色如黒雲有六面。作大醜相。面

有三目。狗牙上出。莊嚴具足。乘水牛之座。手中各各執大猛惡

器仗。此焔曼德迦明王。從大無畏妙吉祥心中化出。又想於護摩

爐兩邊安炎魔王。身皆黒色。二臂現大惡相。如炎曼德迦十九左

　・［6-A-8］ （T 2216, 185c5–13） （引用元：T 889, 543c26–544a4）

　　復次如世間等者。重作染色祕釋。

　　未曾有最上微妙大曼拏羅經第一云。

　　　 金剛手白世尊言。用粉五色。當何所表。復有何義。佛言。譬如

白色故舊之衣。欲染愛樂之色。必先以水洗濯合淨。既洗淨已白

色純粹。然後染成所愛樂色。合持誦人及與弟子。先有惡業之垢。

當以曼拏羅法水洗淨。後用深智義色。染成所愛樂色。其白赤黄

緑四色之粉。能滅所犯大梵行罪八右

　・［6-A-9］ （T 2216, 188b19–c2） （引用元：T 889, 543c21–25）

　　均調正直等者。

　　【中略】
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於西門持誦作法。若爲降伏怨家及調伏一切極惡之者。或作勇猛

之事。擁護持誦之人。可於北門持誦作法。復次金剛手。若依眞

言儀軌修相應行。隨所信樂。於各各門入悉能成就。若復信樂修

相應儀軌。一向專注究於文義。求無我法者。入於東門五六

　・［6-A-4］ （T 2216, 175c1–4） （引用元：T 889, 556c14）

　　上下二鋒等者。此有二義。一二股杵也。心覺雜祕中末云。

　　　獨股杵如常二股出慈氏儀軌三股如常四股出慈氏儀軌五股如常九股出微妙曼拏羅經　已上

　　於上下各有二股。故云上下二鋒也。

　・ ［6-A-5］ （T 2216, 175c11–176a3） （ 引 用 元：T 889, 556b12–19, 

556b28–c10）

　　一　金剛杵種類標相

　　未曾有最上微妙大曼荼羅經天息災譯第五云。

　　　 復次金剛手菩薩白佛言。世尊云何名金剛杵。彼杵上下中間云何

分別。唯願世尊。以大智自在而爲開説。佛告金剛手菩薩言。諦

聽金剛杵者。以三印印之。金剛手。我今説五股杵。上五股表毘

盧遮那佛･阿閦佛･寶生佛･無量光佛･不空成就佛。下五股者。

表四波羅蜜。所謂金剛波羅蜜等。中表淸淨菩薩變化身忿怒明王

　　　 ○金剛杵有隨部種種之相若復五股作圓相。令股不相著。其中股

比餘股長半指節。其杵上下正分三分。兩頭幷中是名三分。此金

剛智慧自在菩薩金剛杵。或如寶形。及圓相頭稍磔開。此寶部金

剛杵。或如蓮華相。寶莊此是蓮華部金剛杵。或如優鉢羅華形。

有四面作十二股。於蓮華中出股。頭不相著。此名羯磨金剛杵。

或有三股。亦是羯磨金剛杵。若復堅牢圓相作五股。頭相著。其

股作三稜相。此是如來最上金剛杵。若復作九股。上下猛焔相。

此是忿怒金剛杵。若復獨股。卽是微妙心金剛杵五左七右

　・ ［6-A-6］ （T 2216, 176b21–c4） （引用元：T 889, 556c17–19, 556c22–

557a1）

　　一　鈴韹種類分別

（21）

密　
　

教　
　

文　
　

化

　　微妙大曼拏羅經天息災譯第五云。

　　　 鈴有獨韹者。有多韹者。若或鈴聲淸響遠近樂聞。用獨韹者。於

佛所説眞言而得成就。若二韹者。得降龍法成就

　　　 ○若七韹者。當於調伏他呪而得成就。復次説韹之形相。亦有分

別。若韹如金剛杵相者。此是金剛部金剛手法中之相。若韹如寶

相者。此是金剛寶部之相。若韹如蓮華者。此是金剛蓮華部之相。

若韹如金剛羯磨杵團圓相者。及如輪者。此是羯磨部之相。可於

一切羯磨法中使用。若降拏枳儞及阿修羅者。乃至作大忿怒法者。

亦可用此羯磨鈴七葉

　・［6-A-7］ （T 2216, 177b19–c3） （引用元：T 889, 551b9–14）

　　降閻摩尊等者。

　　【中略】

　　微妙大曼拏羅經第三云。

　　　 想有焔曼德迦明王。現大惡相。色如黒雲有六面。作大醜相。面

有三目。狗牙上出。莊嚴具足。乘水牛之座。手中各各執大猛惡

器仗。此焔曼德迦明王。從大無畏妙吉祥心中化出。又想於護摩

爐兩邊安炎魔王。身皆黒色。二臂現大惡相。如炎曼德迦十九左

　・［6-A-8］ （T 2216, 185c5–13） （引用元：T 889, 543c26–544a4）

　　復次如世間等者。重作染色祕釋。

　　未曾有最上微妙大曼拏羅經第一云。

　　　 金剛手白世尊言。用粉五色。當何所表。復有何義。佛言。譬如

白色故舊之衣。欲染愛樂之色。必先以水洗濯合淨。既洗淨已白

色純粹。然後染成所愛樂色。合持誦人及與弟子。先有惡業之垢。

當以曼拏羅法水洗淨。後用深智義色。染成所愛樂色。其白赤黄

緑四色之粉。能滅所犯大梵行罪八右

　・［6-A-9］ （T 2216, 188b19–c2） （引用元：T 889, 543c21–25）

　　均調正直等者。

　　【中略】
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　　微妙大曼拏羅經第一云。

　　　 阿闍梨自西北方起首。右膝著地。右手下粉。先下白粉。次赤粉

次黄粉次緑粉最後黒粉。此下粉次第恒以爲式。下粉不得蓋著界

道。所下粉亦不得麁細下不勻。或復曲戻。所下粉先有缺處。更

添補令全八右

　・［6-A-10］ （T 2216, 263c2–12） （引用元：T 889, 544a9–14）

　　當用金銀等者。

　　【中略】

　　最上微妙大曼拏羅經天息災譯第一云。

　　　 佛言。金剛手閼伽之瓶當有七種。所謂金瓶 ･銀瓶 ･銅瓶 ･玻瓈

瓶 ･鐵瓶 ･木瓶 ･瓦瓶。如是等瓶是爲七種。金剛手若爲息災増

益及灌頂法。可用金瓶玻瓈瓶瓦瓶。若爲降伏調伏光云敬愛亦曰調伏及

作阿修羅法。可用銅瓶。若作諸忿怒法。可用銀鐵及木等八左

　　依此文者。灌頂等法金瓶爲本。下至不可過銅瓶歟。

　・［6-A-11］ （T 2216, 274b24–c14） （引用元：T 889, 554b15–19）

　　若欲行遶等者。

　　【中略】

　　微妙大曼荼羅經天息災譯第四云。

　　　 其阿闍梨手擲金剛杵。自北方面南。東邊作金剛歩。次行南方。

作金剛寶歩。西方作金剛蓮華歩。次北方作金剛羯磨歩。如是以

各各方。作本方本族行歩。及念眞言。而作分布。常求諸佛聖賢。

而作覆護七左

　・［6-A-12］ （T 2216, 279c29–280a6） （引用元：T 889, 552c15–19）

　　次授淨花者。

　　【中略】

　　微妙大曼荼羅經第四云。

　　　 其阿闍梨方可引弟子至曼拏羅所。令面北或面東跪坐手執白花。

當依本尊儀則以明王眞言加持水。與弟子灑淨。復用甘露軍吒利

（23）

密　
　

教　
　

文　
　

化

眞言及印。與作擁護令弟子發無上菩提心一右

　・［6-A-13］ （T 2216, 528b13–16） （引用元：T 889, 556c14）

　　作四鐮状如四金剛者。雜祕心覺云。

　　　 金剛杵多數。獨股杵如常二股出慈氏軌下之二十四三股如常四股出慈氏軌同上五

股如常九股出微妙曼荼羅經五之十五　已上

　　私云。四金剛者。即指彼四股歟

［6-B］ 大日経住心品疏私記 , T 2219 （vol. 60）, 曇寂 , 1729 年 .

　・［6-B-1］ （T 2219, 412c3–413a3） （引用元：T 889, 556c5–7）

　　金剛杵者五股杵等也。五股義如上引理趣釋及都部要目也。

　　【中略】

　　微妙曼荼羅經云。

　　　 有四面作十二股。自蓮華中出股頭不相著。此名羯磨金剛今羊石也

或有三股亦是羯磨金剛疏所云事業金剛卽三股也

［6-C］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・ ［6-C-1］ （T 2225, 154b13–c1） （引用元：T 889, 556c5–6, 556c6–7）

　　 今檢現圖曼荼羅微細會諸尊印契身色與羯磨會全同。但一一諸尊皆

背三股杵。而非爲座。結護及密記解現圖。故云背後有金剛杵。

　　【中略】

　　微妙曼荼羅經説有二種羯磨杵。經第五云。

　　　 有四面作十二股於蓮花中出股頭不相著。此名羯磨金剛是杲師所謂羯磨杵也

　　又云。

　　　或有三股亦是羯磨金剛文

［6-D］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・［6-D-1］ （T 2410, 659c16–17） （引用元：T 889, 556c14）

　　一。股數事

　　獨古二股出慈氏軌三股出慈軌四股同軌五股九股出微妙曼荼羅經又有九股七股鈴

　・［6-D-2］ （T 2410, 659c23–25）

　　一。鈴韻數一二三四五六七各隨法其數異。
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　　微妙大曼拏羅經第一云。

　　　 阿闍梨自西北方起首。右膝著地。右手下粉。先下白粉。次赤粉

次黄粉次緑粉最後黒粉。此下粉次第恒以爲式。下粉不得蓋著界

道。所下粉亦不得麁細下不勻。或復曲戻。所下粉先有缺處。更

添補令全八右

　・［6-A-10］ （T 2216, 263c2–12） （引用元：T 889, 544a9–14）

　　當用金銀等者。

　　【中略】

　　最上微妙大曼拏羅經天息災譯第一云。

　　　 佛言。金剛手閼伽之瓶當有七種。所謂金瓶 ･銀瓶 ･銅瓶 ･玻瓈

瓶 ･鐵瓶 ･木瓶 ･瓦瓶。如是等瓶是爲七種。金剛手若爲息災増

益及灌頂法。可用金瓶玻瓈瓶瓦瓶。若爲降伏調伏光云敬愛亦曰調伏及

作阿修羅法。可用銅瓶。若作諸忿怒法。可用銀鐵及木等八左

　　依此文者。灌頂等法金瓶爲本。下至不可過銅瓶歟。

　・［6-A-11］ （T 2216, 274b24–c14） （引用元：T 889, 554b15–19）

　　若欲行遶等者。

　　【中略】

　　微妙大曼荼羅經天息災譯第四云。

　　　 其阿闍梨手擲金剛杵。自北方面南。東邊作金剛歩。次行南方。

作金剛寶歩。西方作金剛蓮華歩。次北方作金剛羯磨歩。如是以

各各方。作本方本族行歩。及念眞言。而作分布。常求諸佛聖賢。

而作覆護七左

　・［6-A-12］ （T 2216, 279c29–280a6） （引用元：T 889, 552c15–19）

　　次授淨花者。

　　【中略】

　　微妙大曼荼羅經第四云。

　　　 其阿闍梨方可引弟子至曼拏羅所。令面北或面東跪坐手執白花。

當依本尊儀則以明王眞言加持水。與弟子灑淨。復用甘露軍吒利

（23）

密　
　

教　
　

文　
　

化

眞言及印。與作擁護令弟子發無上菩提心一右

　・［6-A-13］ （T 2216, 528b13–16） （引用元：T 889, 556c14）

　　作四鐮状如四金剛者。雜祕心覺云。

　　　 金剛杵多數。獨股杵如常二股出慈氏軌下之二十四三股如常四股出慈氏軌同上五

股如常九股出微妙曼荼羅經五之十五　已上

　　私云。四金剛者。即指彼四股歟

［6-B］ 大日経住心品疏私記 , T 2219 （vol. 60）, 曇寂 , 1729 年 .

　・［6-B-1］ （T 2219, 412c3–413a3） （引用元：T 889, 556c5–7）

　　金剛杵者五股杵等也。五股義如上引理趣釋及都部要目也。

　　【中略】

　　微妙曼荼羅經云。

　　　 有四面作十二股。自蓮華中出股頭不相著。此名羯磨金剛今羊石也

或有三股亦是羯磨金剛疏所云事業金剛卽三股也

［6-C］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・ ［6-C-1］ （T 2225, 154b13–c1） （引用元：T 889, 556c5–6, 556c6–7）

　　 今檢現圖曼荼羅微細會諸尊印契身色與羯磨會全同。但一一諸尊皆

背三股杵。而非爲座。結護及密記解現圖。故云背後有金剛杵。

　　【中略】

　　微妙曼荼羅經説有二種羯磨杵。經第五云。

　　　 有四面作十二股於蓮花中出股頭不相著。此名羯磨金剛是杲師所謂羯磨杵也

　　又云。

　　　或有三股亦是羯磨金剛文

［6-D］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・［6-D-1］ （T 2410, 659c16–17） （引用元：T 889, 556c14）

　　一。股數事

　　獨古二股出慈氏軌三股出慈軌四股同軌五股九股出微妙曼荼羅經又有九股七股鈴

　・［6-D-2］ （T 2410, 659c23–25）

　　一。鈴韻數一二三四五六七各隨法其數異。
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　　　微妙大曼荼羅經云。

　　　寶藏神軌云。

　　　　鈴内有簧聲相最妙者（9）
云云

　・［6-D-3］ （T 2410, 659c26–660a7） （引用元：T 889, 556b16–19）

　　一。形體所表事

　　【中略】

　　微妙大曼荼羅經云。

　　　 我今説五杵。上五股表毘盧遮那（10）佛 ･阿閦佛 ･ 寶生佛 ･ 無量

光佛 ･不空成就佛。下五股表四波羅蜜（11）。中表淸淨菩薩變化

身忿怒明王云云

［7］ 仏説瑜伽大教王経 , T 890 （vol. 18）, 法賢 , 995 年 .

［7-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［7-A-1］ （T 2216, 45c4–13） （引用元：T 890, 561b15–17）

　　一　壇量廣狹附高下分齊

　　【中略】

　　佛説瑜伽大敎王經法賢譯第一云。

　　　 其曼拏羅有三品法。上品千肘量。中品五百肘。下品五肘乃至二

肘一肘八右

　・ ［7-A-2］ （T 2216, 274b24–c14） （引用元：T 890, 560b18–24, 560c15–

16）

　　若欲行遶等者。

　　【中略】

　　疑問尤要。此依新譯敎王經説可解之歟。

　　佛説瑜伽大敎王經法賢譯第一云。

　　　 時阿闍梨先用結界法。依法儀則擁護己身。及用一切莊嚴之具嚴

飾其身。然後作忿怒。顧視本身。忿怒明王。右手擲金剛杵。左

手執金剛鈴。震動作金剛歩。旋繞而行曼荼羅地。口誦吽字。然

（25）

密　
　

教　
　

文　
　

化

後告言。我今撥遣一切諸魔乃至天人阿修羅等。言已復想。本身

如忿怒明王。卽誦此眞言。曰

　　　 ○時阿闍梨誦此眞言三遍已。如前作金剛歩。旋遶而行結界。撥

遣諸魔。成金剛地四左至五左

　　微妙大曼荼羅經天息災譯第四云。

　　　 其阿闍梨手擲金剛杵。自北方面南。東邊作金剛歩。次行南方作

金剛寶歩。西方作金剛蓮華歩。次北方作金剛羯磨歩。如是以各

各方。作本方本族行歩。及念眞言而作分布。常求諸佛聖賢而作

覆護七左

　・［7-A-3］ （T 2216, 298a29–b8） （引用元：T 890, 562b27–29）

　　若無物者等者。

　　【中略】

　　瑜伽大敎王經法賢譯第一云。

　　　 時阿闍梨○勸化弟子。令施財寶以報師恩。或金銀瑠璃摩尼眞珠

珊瑚琥珀乃至身命等十二左

　・［7-A-4］ （T 2216, 326b23–327a2） （引用元：T 890, 562c8–10）

　　諸供養食等者。明法事畢了分供養物法。是又瞿醯文也。

　　【中略】

　　瑜伽大敎王經宋法賢譯第一曼荼羅品云。

　　　 曼荼羅所用之物盡施阿闍梨。弟子不得受。若有受者當破三昧。

唯阿闍梨隨意受用十三右

　［7-B］ 大日経住心品疏私記 , T 2219 （vol. 60）, 曇寂 , 1729 年 .

　・［7-B-1］ （T 2219, 449c27–29） （引用元：T 890, 563c12–14）

　　除一切蓋障下。

　　瑜伽大敎王經趙末法賢譯第一曰。

　　　除蓋障菩薩眞言曰。

　　　　唵薩哩嚩二合儞嚩囉拏尾瑟剛二合鼻尼吽。

［7-C］ 顕揚正法復古集 , B 184 （vol. 32）, 普寂 , 1779 年（12）.
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　　　微妙大曼荼羅經云。

　　　寶藏神軌云。

　　　　鈴内有簧聲相最妙者（9）
云云

　・［6-D-3］ （T 2410, 659c26–660a7） （引用元：T 889, 556b16–19）

　　一。形體所表事

　　【中略】

　　微妙大曼荼羅經云。

　　　 我今説五杵。上五股表毘盧遮那（10）佛 ･阿閦佛 ･ 寶生佛 ･ 無量

光佛 ･不空成就佛。下五股表四波羅蜜（11）。中表淸淨菩薩變化

身忿怒明王云云

［7］ 仏説瑜伽大教王経 , T 890 （vol. 18）, 法賢 , 995 年 .

［7-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［7-A-1］ （T 2216, 45c4–13） （引用元：T 890, 561b15–17）

　　一　壇量廣狹附高下分齊

　　【中略】

　　佛説瑜伽大敎王經法賢譯第一云。

　　　 其曼拏羅有三品法。上品千肘量。中品五百肘。下品五肘乃至二

肘一肘八右

　・ ［7-A-2］ （T 2216, 274b24–c14） （引用元：T 890, 560b18–24, 560c15–

16）

　　若欲行遶等者。

　　【中略】

　　疑問尤要。此依新譯敎王經説可解之歟。

　　佛説瑜伽大敎王經法賢譯第一云。

　　　 時阿闍梨先用結界法。依法儀則擁護己身。及用一切莊嚴之具嚴

飾其身。然後作忿怒。顧視本身。忿怒明王。右手擲金剛杵。左

手執金剛鈴。震動作金剛歩。旋繞而行曼荼羅地。口誦吽字。然

（25）

密　
　

教　
　

文　
　

化

後告言。我今撥遣一切諸魔乃至天人阿修羅等。言已復想。本身

如忿怒明王。卽誦此眞言。曰

　　　 ○時阿闍梨誦此眞言三遍已。如前作金剛歩。旋遶而行結界。撥

遣諸魔。成金剛地四左至五左

　　微妙大曼荼羅經天息災譯第四云。

　　　 其阿闍梨手擲金剛杵。自北方面南。東邊作金剛歩。次行南方作

金剛寶歩。西方作金剛蓮華歩。次北方作金剛羯磨歩。如是以各

各方。作本方本族行歩。及念眞言而作分布。常求諸佛聖賢而作

覆護七左

　・［7-A-3］ （T 2216, 298a29–b8） （引用元：T 890, 562b27–29）

　　若無物者等者。

　　【中略】

　　瑜伽大敎王經法賢譯第一云。

　　　 時阿闍梨○勸化弟子。令施財寶以報師恩。或金銀瑠璃摩尼眞珠

珊瑚琥珀乃至身命等十二左

　・［7-A-4］ （T 2216, 326b23–327a2） （引用元：T 890, 562c8–10）

　　諸供養食等者。明法事畢了分供養物法。是又瞿醯文也。

　　【中略】

　　瑜伽大敎王經宋法賢譯第一曼荼羅品云。

　　　 曼荼羅所用之物盡施阿闍梨。弟子不得受。若有受者當破三昧。

唯阿闍梨隨意受用十三右

　［7-B］ 大日経住心品疏私記 , T 2219 （vol. 60）, 曇寂 , 1729 年 .

　・［7-B-1］ （T 2219, 449c27–29） （引用元：T 890, 563c12–14）

　　除一切蓋障下。

　　瑜伽大敎王經趙末法賢譯第一曰。

　　　除蓋障菩薩眞言曰。

　　　　唵薩哩嚩二合儞嚩囉拏尾瑟剛二合鼻尼吽。

［7-C］ 顕揚正法復古集 , B 184 （vol. 32）, 普寂 , 1779 年（12）.



— 129 —

（26）

日
本
中
世
・
近
世
に
お
け
る
「
宋
代
翻
訳
密
教
経
典
」
の
受
容
に
つ
い
て

　・［7-C-1］ （B 184, 575b17–21） （引用元：T 890, 583a3–4, 583a5–7）

　　又供養護摩之祕訣。全在淨治煩惱心垢也。

　　瑜伽大敎王經云。

　　　若復有人。不依此妙法甘露精進焚修。不能除滅一切煩惱。

　　乃至

　　　 於此教中。隨修一法一行持誦精熟。住於寂靜入三摩地。能斷煩

惱現證佛果云云

［8］ 仏説大悲空智金剛大教王儀軌経 , T 892 （vol. 18）,  法護 , 1054 年（13）.

［8-A］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・［8-A-1］ （T 2225, 133b1–22） （引用元：T 892, 587c11–16）

　　第十五會名祕密集會瑜伽。於祕密處説。所謂喩師婆伽處説。

　　【中略】

　　喩師婆伽者。杲師云。

　　　 喩師二字漢語。婆伽兩言梵名。喩師婆伽處。可訓。師者佛也。

喩佛女人云云

　　 此解甚拙。今按喩師婆伽應是梵語。喩師言未知何義更檢婆伽卽祕

密義也。故云祕密處。

　　【中略】

　　又佛説大悲空智金剛大敎王經第一云。

　　　 如是我聞。一時薄伽梵。住一切如來身語心金剛喩施婆倪數祕密

中祕密出生妙三摩地。時彼世尊從是三摩地起讃言。善哉善哉。

金剛藏菩薩摩訶薩。奇哉金剛薩埵大薩埵三昧耶薩埵。大悲空智

金剛大菩提心之所開示文

　　 大悲者定也。蓮花也。空智者慧也。金剛也。所謂蓮金相合。稱此

云祕密。欲説此祕密法事故。入喩施婆倪三摩地也。

　・［8-A-2］ （T 2225, 150c8–25） （引用元：T 892, 588b23–25）

　　名遍一切處佛故者。普賢者卽遍一切處菩提心也。

（27）
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教　
　

文　
　

化

　　【中略】

　　又大悲空智金剛敎王經第一云宋法護譯

　　　阿閦如來眞言曰。

　　　　唵引一遏二葛三拶四吒五多六波七
（14）野設莎賀八

　　阿閦卽字輪菩提心遍一切處義也

［8-B］ 参天台五台山記 , B 174 （vol. 32）, 成尋 , 1073 年 .

　・［8-B-1］ （B 174, 405b20–c4） （引用元：T 892, 601a29–b1）

　　廿七日（庚午）

　　 天晴。齋時三藏送菜二坏。小師通事又各一坏。文慧大師來示云。

來日出廨院歸天台日難相會。早速平安可歸來者。披佛説大悲空智

金剛大敎王儀軌第一。五卷本也。至和元年進。有五種念珠時用不

同。最要事也。

　　此軌云。

　　　如九鈷杵。

　　 而內中祈雨之時。道場衆中省賢闍梨修千手供養法。其作法全異。

常徒所用九鈷杵。九鈷鈴。鈴中鑄付八大忿怒尊形。又廿四日相國

寺佛牙供養闍梨作法如後苑。奇思之間見九鈷文。大略新譯説耳。

念誦之間。無間斷振鈴以杵輪轉。或當額上下異常。

［9］ 妙臂菩薩所問経 , T 896 （vol. 18）, 法天 , 987 年 .

［9-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［9-A-1］ （T 2216, 382c2–383a27） （引用元：T 896, 753b4–c3）

　　 藥及與等者。釋卽以中夜分等二句。經唯説上中時。不説下時。是

擧上中顯下。疏主得此意具出三時也。

　　【中略】

　　妙臂菩薩所問經法天譯第二知近悉地分第六云。

　　　 專心誦持不得間斷。直至三種相現。是爲得法成就。三種相者。

所謂熱相煙相焔相。若得熱相者。當得世間一切愛重。若得煙相
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　・［7-C-1］ （B 184, 575b17–21） （引用元：T 890, 583a3–4, 583a5–7）

　　又供養護摩之祕訣。全在淨治煩惱心垢也。

　　瑜伽大敎王經云。

　　　若復有人。不依此妙法甘露精進焚修。不能除滅一切煩惱。

　　乃至

　　　 於此教中。隨修一法一行持誦精熟。住於寂靜入三摩地。能斷煩

惱現證佛果云云

［8］ 仏説大悲空智金剛大教王儀軌経 , T 892 （vol. 18）,  法護 , 1054 年（13）.

［8-A］ 金剛頂大教王経私記 , T 2225 （vol. 61）, 曇寂 , 1732 年 .

　・［8-A-1］ （T 2225, 133b1–22） （引用元：T 892, 587c11–16）

　　第十五會名祕密集會瑜伽。於祕密處説。所謂喩師婆伽處説。

　　【中略】

　　喩師婆伽者。杲師云。

　　　 喩師二字漢語。婆伽兩言梵名。喩師婆伽處。可訓。師者佛也。

喩佛女人云云

　　 此解甚拙。今按喩師婆伽應是梵語。喩師言未知何義更檢婆伽卽祕

密義也。故云祕密處。

　　【中略】

　　又佛説大悲空智金剛大敎王經第一云。

　　　 如是我聞。一時薄伽梵。住一切如來身語心金剛喩施婆倪數祕密

中祕密出生妙三摩地。時彼世尊從是三摩地起讃言。善哉善哉。

金剛藏菩薩摩訶薩。奇哉金剛薩埵大薩埵三昧耶薩埵。大悲空智

金剛大菩提心之所開示文

　　 大悲者定也。蓮花也。空智者慧也。金剛也。所謂蓮金相合。稱此

云祕密。欲説此祕密法事故。入喩施婆倪三摩地也。

　・［8-A-2］ （T 2225, 150c8–25） （引用元：T 892, 588b23–25）

　　名遍一切處佛故者。普賢者卽遍一切處菩提心也。

（27）
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　　【中略】

　　又大悲空智金剛敎王經第一云宋法護譯

　　　阿閦如來眞言曰。

　　　　唵引一遏二葛三拶四吒五多六波七
（14）野設莎賀八

　　阿閦卽字輪菩提心遍一切處義也

［8-B］ 参天台五台山記 , B 174 （vol. 32）, 成尋 , 1073 年 .

　・［8-B-1］ （B 174, 405b20–c4） （引用元：T 892, 601a29–b1）

　　廿七日（庚午）

　　 天晴。齋時三藏送菜二坏。小師通事又各一坏。文慧大師來示云。

來日出廨院歸天台日難相會。早速平安可歸來者。披佛説大悲空智

金剛大敎王儀軌第一。五卷本也。至和元年進。有五種念珠時用不

同。最要事也。

　　此軌云。

　　　如九鈷杵。

　　 而內中祈雨之時。道場衆中省賢闍梨修千手供養法。其作法全異。

常徒所用九鈷杵。九鈷鈴。鈴中鑄付八大忿怒尊形。又廿四日相國

寺佛牙供養闍梨作法如後苑。奇思之間見九鈷文。大略新譯説耳。

念誦之間。無間斷振鈴以杵輪轉。或當額上下異常。

［9］ 妙臂菩薩所問経 , T 896 （vol. 18）, 法天 , 987 年 .

［9-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［9-A-1］ （T 2216, 382c2–383a27） （引用元：T 896, 753b4–c3）

　　 藥及與等者。釋卽以中夜分等二句。經唯説上中時。不説下時。是

擧上中顯下。疏主得此意具出三時也。

　　【中略】

　　妙臂菩薩所問經法天譯第二知近悉地分第六云。

　　　 專心誦持不得間斷。直至三種相現。是爲得法成就。三種相者。

所謂熱相煙相焔相。若得熱相者。當得世間一切愛重。若得煙相
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者。當得隱身。若得焔相者。當得變成微妙之身。成持明僊飛行

虚空。壽命長遠。得悉地相。如人至死。冷觸入身周遍其體。又

如中陰至胎藏孕者自覺。又如世間諸有香氣人忽聞者香雖可得無

有形影。又如火珠照以日光日光入故火遂流出。諸有行人悉地入

身。亦復如是。前所成就是外諸物像。或是内心求成就者。別有

所表。彼持誦人專注不間。必感靈驗。得悉地者。或見所供養像

而得振動。或得像面毫光照耀。或得像身振動。或得空中降華。

或無雲降微細雨。或降妙香。或感地動。或聞天鼓自然之音。或

見天人阿修羅等住虚空中。或聞諸人等言語之音。或聞種種天莊

嚴具瓔珞環釧之響。或見燈焔増長明淨金色。或其油盡燈焔轉熾。

或聞空中有聲令説所求之願。或覺身毛一切皆竪。或現如是相已。

定審所求悉地成就。當以上妙淨器盛滿生華及磨諸香水。幷著五

寶和合作閼伽水。長跪奉獻本尊。及誦眞言。乃至以妙伽陀而伸

讃歎。當發歡喜正信之心精進不懈禮拜供養。如是作已。將所求

事一一言説。聖心不間有求。必應得如願。已一心專注。而於本

尊信樂讃歎。再以閼伽奉獻供養。更念本尊眞言。又念諸部發遣

眞言。當依儀軌誦眞言已。禮拜請諸賢聖各還本位二十五左

　　 依以上文。初夜中夜及日出時。三種相現如次爲下中上悉地之相。

是外藥物成就相也。

［9-B］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・［9-B-1］ （T 2410, 770b29–c3）

　　尋云。大乘菩薩僧用木鉢證據如何。

　　 答云。種種ノ説多之。一ニハ善戒經。二蘇婆呼童子經。三妙臂菩薩

所問（15）經等也。

［10］ 仏説大乗聖無量寿決定光明王如来陀羅尼経 , T 937 （vol. 19）, 法天 , 

988 年 .

　［10-A］ 事相料簡 , T 2480 （vol. 78）, 覚印 , 1161 年 .

（29）
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　・［10-A-1］ （T 2480, 220b6–22）

　　一。法華儀軌決定如來事

　　是對淺文徒談深義也

　　就決定如來口傳樣樣多者。多寶或釋迦或彌陀也。

　　【中略】

　　 有何故更以異名如來重可表二佛耶。隨件如來見法天三藏譯決定光

明王經。西方淨土敎主現在説法佛也。自彌陀淨土尚是西方仍非彌

陀佛。彼經法天三藏所譯淸尋闍梨請來本是也。此儀軌眞言與彼經

陀羅尼存略不同ナリ。大旨無違。最可爲此法先行方便之義有其謂

之上。

［10-B］ 秘鈔問答 , T 2536 （vol. 79）, 頼瑜 , 1300 年 .

　・［10-B-1］ （T 2536, 403a16–26）

　　問。無量壽決定如來者何佛乎。

　　答。御口決云。

　　　　　 或説多寶。或説阿彌陀。又説大周然度經中。極樂世界之西

有佛。現在説法敎化彼。名無量壽決定如來取意

　　　　或抄云。

　　　　　新譯無量壽決定光明王如來經云。

　　　　　 西方有佛。名無量壽決定如來。其佛陀羅尼與法花儀軌無量

壽如來陀羅尼一同也。而多寶東方寶淨世界佛也。既所居淨

東西別阿彌陀寶佛乎。（16）

　　　　御記云。

　　　　　無量壽命決定如來一習多寶云云

　　　　未見本説歟。一本自件佛御坐也。有所見歟。

［10-C］ 禅林象器箋 , B 103 （vol. 19）, 無著道忠 , 1741 年 .

　・［10-C-1］ （B 103, 596b5–597a4） （引用元：T 937, 85a28–b8）

　　無量壽咒

　　 敕修清規聖節云。諷無量壽咒。舉藥師號。佛祖通載云。弘教集云。
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者。當得隱身。若得焔相者。當得變成微妙之身。成持明僊飛行

虚空。壽命長遠。得悉地相。如人至死。冷觸入身周遍其體。又

如中陰至胎藏孕者自覺。又如世間諸有香氣人忽聞者香雖可得無

有形影。又如火珠照以日光日光入故火遂流出。諸有行人悉地入

身。亦復如是。前所成就是外諸物像。或是内心求成就者。別有

所表。彼持誦人專注不間。必感靈驗。得悉地者。或見所供養像

而得振動。或得像面毫光照耀。或得像身振動。或得空中降華。

或無雲降微細雨。或降妙香。或感地動。或聞天鼓自然之音。或

見天人阿修羅等住虚空中。或聞諸人等言語之音。或聞種種天莊

嚴具瓔珞環釧之響。或見燈焔増長明淨金色。或其油盡燈焔轉熾。

或聞空中有聲令説所求之願。或覺身毛一切皆竪。或現如是相已。

定審所求悉地成就。當以上妙淨器盛滿生華及磨諸香水。幷著五

寶和合作閼伽水。長跪奉獻本尊。及誦眞言。乃至以妙伽陀而伸

讃歎。當發歡喜正信之心精進不懈禮拜供養。如是作已。將所求

事一一言説。聖心不間有求。必應得如願。已一心專注。而於本

尊信樂讃歎。再以閼伽奉獻供養。更念本尊眞言。又念諸部發遣

眞言。當依儀軌誦眞言已。禮拜請諸賢聖各還本位二十五左

　　 依以上文。初夜中夜及日出時。三種相現如次爲下中上悉地之相。

是外藥物成就相也。

［9-B］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・［9-B-1］ （T 2410, 770b29–c3）

　　尋云。大乘菩薩僧用木鉢證據如何。

　　 答云。種種ノ説多之。一ニハ善戒經。二蘇婆呼童子經。三妙臂菩薩

所問（15）經等也。

［10］ 仏説大乗聖無量寿決定光明王如来陀羅尼経 , T 937 （vol. 19）, 法天 , 

988 年 .

　［10-A］ 事相料簡 , T 2480 （vol. 78）, 覚印 , 1161 年 .

（29）
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　・［10-A-1］ （T 2480, 220b6–22）

　　一。法華儀軌決定如來事

　　是對淺文徒談深義也

　　就決定如來口傳樣樣多者。多寶或釋迦或彌陀也。

　　【中略】

　　 有何故更以異名如來重可表二佛耶。隨件如來見法天三藏譯決定光

明王經。西方淨土敎主現在説法佛也。自彌陀淨土尚是西方仍非彌

陀佛。彼經法天三藏所譯淸尋闍梨請來本是也。此儀軌眞言與彼經

陀羅尼存略不同ナリ。大旨無違。最可爲此法先行方便之義有其謂

之上。

［10-B］ 秘鈔問答 , T 2536 （vol. 79）, 頼瑜 , 1300 年 .

　・［10-B-1］ （T 2536, 403a16–26）

　　問。無量壽決定如來者何佛乎。

　　答。御口決云。

　　　　　 或説多寶。或説阿彌陀。又説大周然度經中。極樂世界之西

有佛。現在説法敎化彼。名無量壽決定如來取意

　　　　或抄云。

　　　　　新譯無量壽決定光明王如來經云。

　　　　　 西方有佛。名無量壽決定如來。其佛陀羅尼與法花儀軌無量

壽如來陀羅尼一同也。而多寶東方寶淨世界佛也。既所居淨

東西別阿彌陀寶佛乎。（16）

　　　　御記云。

　　　　　無量壽命決定如來一習多寶云云

　　　　未見本説歟。一本自件佛御坐也。有所見歟。

［10-C］ 禅林象器箋 , B 103 （vol. 19）, 無著道忠 , 1741 年 .

　・［10-C-1］ （B 103, 596b5–597a4） （引用元：T 937, 85a28–b8）

　　無量壽咒

　　 敕修清規聖節云。諷無量壽咒。舉藥師號。佛祖通載云。弘教集云。
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元世祖。命僧念無量壽王陀羅尼經。能念者。賜疋帛稱賞。聖節。

誦無量壽咒。必是此經陀羅尼也。非謂往生咒。

　　 佛說大乘聖無量壽决定光明王如來陀羅尼經一卷。那爛陀寺法天譯。

經云。

　　　 佛言。今此閻浮提世界中。人壽命百歲。於中多有造諸惡業而復

中夭。若有衆生。得見此無量壽決定光明王如來陀羅尼經。功德

殊勝及聞名號。若自書寫。若敎他人書是經竟。或於自舍宅或於

高樓或安精舍殿堂之中。受持讀誦遵奉禮拜。種種妙華燒香粖香

塗香華鬘等。供養無量壽决定光明王如來陀羅尼經。如是短壽之

人。若能志心書寫受持。讀誦供養禮拜。如是之人復增壽命滿於

百歲。

［11］ 仏説大乗観想曼拏羅浄諸悪趣経 , T 939 （vol. 19）, 法賢 , 996 年 .

［11-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［11-A-1］ （T 2216, 45b 6–c3） （引用元：T 939, 93a12）

　　一肘以來者。明掘地分量也。

　　【中略】

　　新譯觀想曼荼羅淨諸惡趣經法賢譯云。

　　　如非結界地當掘深至頸下之十九

　・［11-A-2］ （T 2216, 46b6–16） （引用元：T 939, 93a11–12）

　　 但土中等者。凡於石上作之。不須掘地等法。但土若石中交雜者。

須除去之耳。

　　【中略】

　　又新譯大乘觀想曼荼羅淨諸惡趣經法賢譯云。

　　　或得曾結界地不須脩治。如非結界地當掘深至頸十九右

　　若依此文。於結界地不可作掘地法也。

［12］ 一切如来説仏頂輪王一百八名讃 , T 960 （vol. 19）, 施護 , 991 年 .

（31）
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［12-A］ 行林抄 , T 2409 （vol. 76）, 相実・静然 , 1154 年 .

　・［12-A-1］ （T 2409, 49c30–50a8）

　　問。文云。

　　　當誦本尊一百八名讃文

　　是何讃耶。

　　答。谷記奧云。

　　　 文云。一百八名讃文云云十六尊讃也。略時四方最初一佛讃用之云云

　　裏　大原説云。此卽四智説師同之。私云持明房同之。

　　 又云。新度法寶標目云云一切如來説佛頂輪王一百八名讃云云然者今

所云一百八名讃可用此歟。

［13］ 仏説大乗荘厳宝王経 , T 1050 （vol. 20）, 天息災 , 983 年 .

［13-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［13-A-1］ （T 2216, 215b9–24）

　　 若就隨自等者。以上淺略釋。是五種所説淺深不同。以下深祕釋。

是智智平等無有淺深。如次隨他隨自之二意也。

　　文次第云。

　　　以淺深二釋爲自他二語文七左

　　顯密圓通心要云。

　　　 問曰○爲當一切眞言而有勝劣。五敎各不同耶。爲復一切眞言而

無勝劣。皆是圓敎耶。

　　　【中略】

　　　大乘莊嚴寶王經中六字大明準提神呪卽是圓敎。

［13-B］ 行林抄 , T 2409 （vol. 76）, 相実・静然 , 1154 年 .

　・ ［13-B-1］ （T 2409, 198a18–b21） （ 引 用 元：T 1050, 53a27–28, 

48c23–24, 48c27–28）

　　又云。得十五種善生。不受十五種惡死也。

　　【中略】
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元世祖。命僧念無量壽王陀羅尼經。能念者。賜疋帛稱賞。聖節。

誦無量壽咒。必是此經陀羅尼也。非謂往生咒。

　　 佛說大乘聖無量壽决定光明王如來陀羅尼經一卷。那爛陀寺法天譯。

經云。

　　　 佛言。今此閻浮提世界中。人壽命百歲。於中多有造諸惡業而復

中夭。若有衆生。得見此無量壽決定光明王如來陀羅尼經。功德

殊勝及聞名號。若自書寫。若敎他人書是經竟。或於自舍宅或於

高樓或安精舍殿堂之中。受持讀誦遵奉禮拜。種種妙華燒香粖香

塗香華鬘等。供養無量壽决定光明王如來陀羅尼經。如是短壽之

人。若能志心書寫受持。讀誦供養禮拜。如是之人復增壽命滿於

百歲。

［11］ 仏説大乗観想曼拏羅浄諸悪趣経 , T 939 （vol. 19）, 法賢 , 996 年 .

［11-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［11-A-1］ （T 2216, 45b 6–c3） （引用元：T 939, 93a12）

　　一肘以來者。明掘地分量也。

　　【中略】

　　新譯觀想曼荼羅淨諸惡趣經法賢譯云。

　　　如非結界地當掘深至頸下之十九

　・［11-A-2］ （T 2216, 46b6–16） （引用元：T 939, 93a11–12）

　　 但土中等者。凡於石上作之。不須掘地等法。但土若石中交雜者。

須除去之耳。

　　【中略】

　　又新譯大乘觀想曼荼羅淨諸惡趣經法賢譯云。

　　　或得曾結界地不須脩治。如非結界地當掘深至頸十九右

　　若依此文。於結界地不可作掘地法也。

［12］ 一切如来説仏頂輪王一百八名讃 , T 960 （vol. 19）, 施護 , 991 年 .

（31）
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［12-A］ 行林抄 , T 2409 （vol. 76）, 相実・静然 , 1154 年 .

　・［12-A-1］ （T 2409, 49c30–50a8）

　　問。文云。

　　　當誦本尊一百八名讃文

　　是何讃耶。

　　答。谷記奧云。

　　　 文云。一百八名讃文云云十六尊讃也。略時四方最初一佛讃用之云云

　　裏　大原説云。此卽四智説師同之。私云持明房同之。

　　 又云。新度法寶標目云云一切如來説佛頂輪王一百八名讃云云然者今

所云一百八名讃可用此歟。

［13］ 仏説大乗荘厳宝王経 , T 1050 （vol. 20）, 天息災 , 983 年 .

［13-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［13-A-1］ （T 2216, 215b9–24）

　　 若就隨自等者。以上淺略釋。是五種所説淺深不同。以下深祕釋。

是智智平等無有淺深。如次隨他隨自之二意也。

　　文次第云。

　　　以淺深二釋爲自他二語文七左

　　顯密圓通心要云。

　　　 問曰○爲當一切眞言而有勝劣。五敎各不同耶。爲復一切眞言而

無勝劣。皆是圓敎耶。

　　　【中略】

　　　大乘莊嚴寶王經中六字大明準提神呪卽是圓敎。

［13-B］ 行林抄 , T 2409 （vol. 76）, 相実・静然 , 1154 年 .

　・ ［13-B-1］ （T 2409, 198a18–b21） （ 引 用 元：T 1050, 53a27–28, 

48c23–24, 48c27–28）

　　又云。得十五種善生。不受十五種惡死也。

　　【中略】
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　　大乘莊嚴功德寶王經（17）云。

　　　 若人恒念大士名　當得往生極樂界　面見無量壽如來

　　　聽聞妙法證無生

　　　歸命蓮花王　大悲觀自在　大自在吉祥　能施有情願（18）

　　　示現百千臂　其眼亦復然　具足十一面　智如四大海

　　此經。奝然歸朝之時。隨身一切經内云云

［13-C］ 厚造紙 , T 2483 （vol. 78）, 定海（1074–1149）・元海（1094–1157）, 

年代不詳 .

　・ ［13-C-1］ （T 2483, 264c12–265a18） （ 引 用 元：T 1050, 61a11–12, 

61a15–22, 61b14, 60a23–29, 60b11, 60b15–22, 61b15–19, 61c4–9, 

61c10–13, 61c15）

　　六字明王不知説所。故人多迷之。近來出來明王也。見莊嚴寶王經

　　莊嚴寶王經云奝然録

　　　此曼拏攞相。周圍四方各五肘量。中心安立無量壽。

　　　 無量壽如來右邊安持大摩尼寶菩薩。於佛左邊安六字大明王。四

臂肉色。白（19）月色種種寶莊嚴。左手持蓮花。於蓮花上中安摩

尼寶。右（20）手持數珠。下二手結一切王印。於六字大明王足下

安天人。種種莊嚴。右手執香爐。左手掌鉢滿盛諸寶。於曼拏攞

四角列四大天王。執持種種器仗。於曼拏攞外四角安四寶瓶。滿

盛摩尼寶云云　略抄。但世流布像頗違之

　　六字大明王陀羅尼曰

　　　唵摩抳鉢訥銘二合吽引彼經種種功能委可見。依文繁略抄

　　經云。

　　　 蓮花上如來。説此六字大明陀羅尼功能言。善男子所有微塵我能

數量數。善男子若有念此六字大明陀羅尼一遍。所獲功德而我不

（33）

密　
　

教　
　

文　
　

化

能數其數量。善男子又如大海所有砂數。我能數其一一數量。若

念六字大明一遍。所獲功德而我不能數量乃至

　　　 南贍部洲所有大河洹誐河等有多河略之

　　　 此一一河各有五千眷屬小河。晝夜流入大海。如是一一滴數。我

不能其數量。若念此六字大明一遍所獲功德而我不能數量等云云

　　又云。

　　　 説此六字大明陀羅尼時。四大洲並諸天宮悉皆震搖四大海水騰湧。

一切尾那藥叉羅刹婆等。並諸眷屬諸魔作障者悉皆怖散馳走云云

　　又云。

　　　 若有人書寫此六字大明陀羅尼。則同書寫四萬四千法藏而無有異。

若有人以天金寶。造作如微塵數如來應正等覺形像。供養所獲果

報。不如書寫此六字大明陀羅尼中一字所獲果報功德云云

　　又云。

　　　 念此六字大明陀羅尼者。是人當得三摩地。所謂持摩尼寶三摩地。

廣博三摩地。清淨地獄傍生三摩地。金剛甲冑三摩地乃至

　　　遠離貪嗔癡三摩地○如是等○百八三摩地等云云

　・［13-C-2］ （T 2483, 265a25–b1） （引用元：T 1050, 61b14 or 62c24）

　　 或傳云。六字明王種子紀規。三形弓。印用觀宿印。出莊嚴寶王經

六字明王種子吽字歟。眞言説彼經。私注之。

　　　唵歸命義三身義摩尼寶部鉢訥銘蓮華部吽金剛部調伏義

　　 正念誦　正觀音眞言。次六字呪。又寶王經眞言如上結線或伴僧之

中結之

　・［13-C-3］ （T 2483, 281c19–26）

　　 准胝經。並儀軌等中。此尊不見觀音。但莊嚴寶王經奝然法橋請來也彼

經偏説觀自在菩薩功德悲願利益。不演他尊功力。説六字眞言勝用

了後又有此説。七十七俱胝佛所説陀羅尼是准胝眞言也。若如此説

者。此陀羅尼方應觀自在眞言。若不爾者何此中説之乎。眞言既觀

自在呪者。准胝豈非觀自在菩薩哉
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　　大乘莊嚴功德寶王經（17）云。

　　　 若人恒念大士名　當得往生極樂界　面見無量壽如來

　　　聽聞妙法證無生

　　　歸命蓮花王　大悲觀自在　大自在吉祥　能施有情願（18）

　　　示現百千臂　其眼亦復然　具足十一面　智如四大海

　　此經。奝然歸朝之時。隨身一切經内云云

［13-C］ 厚造紙 , T 2483 （vol. 78）, 定海（1074–1149）・元海（1094–1157）, 

年代不詳 .

　・ ［13-C-1］ （T 2483, 264c12–265a18） （ 引 用 元：T 1050, 61a11–12, 

61a15–22, 61b14, 60a23–29, 60b11, 60b15–22, 61b15–19, 61c4–9, 

61c10–13, 61c15）

　　六字明王不知説所。故人多迷之。近來出來明王也。見莊嚴寶王經

　　莊嚴寶王經云奝然録

　　　此曼拏攞相。周圍四方各五肘量。中心安立無量壽。

　　　 無量壽如來右邊安持大摩尼寶菩薩。於佛左邊安六字大明王。四

臂肉色。白（19）月色種種寶莊嚴。左手持蓮花。於蓮花上中安摩

尼寶。右（20）手持數珠。下二手結一切王印。於六字大明王足下

安天人。種種莊嚴。右手執香爐。左手掌鉢滿盛諸寶。於曼拏攞

四角列四大天王。執持種種器仗。於曼拏攞外四角安四寶瓶。滿

盛摩尼寶云云　略抄。但世流布像頗違之

　　六字大明王陀羅尼曰

　　　唵摩抳鉢訥銘二合吽引彼經種種功能委可見。依文繁略抄

　　經云。

　　　 蓮花上如來。説此六字大明陀羅尼功能言。善男子所有微塵我能

數量數。善男子若有念此六字大明陀羅尼一遍。所獲功德而我不

（33）

密　
　

教　
　

文　
　

化

能數其數量。善男子又如大海所有砂數。我能數其一一數量。若

念六字大明一遍。所獲功德而我不能數量乃至

　　　 南贍部洲所有大河洹誐河等有多河略之

　　　 此一一河各有五千眷屬小河。晝夜流入大海。如是一一滴數。我

不能其數量。若念此六字大明一遍所獲功德而我不能數量等云云

　　又云。

　　　 説此六字大明陀羅尼時。四大洲並諸天宮悉皆震搖四大海水騰湧。

一切尾那藥叉羅刹婆等。並諸眷屬諸魔作障者悉皆怖散馳走云云

　　又云。

　　　 若有人書寫此六字大明陀羅尼。則同書寫四萬四千法藏而無有異。

若有人以天金寶。造作如微塵數如來應正等覺形像。供養所獲果

報。不如書寫此六字大明陀羅尼中一字所獲果報功德云云

　　又云。

　　　 念此六字大明陀羅尼者。是人當得三摩地。所謂持摩尼寶三摩地。

廣博三摩地。清淨地獄傍生三摩地。金剛甲冑三摩地乃至

　　　遠離貪嗔癡三摩地○如是等○百八三摩地等云云

　・［13-C-2］ （T 2483, 265a25–b1） （引用元：T 1050, 61b14 or 62c24）

　　 或傳云。六字明王種子紀規。三形弓。印用觀宿印。出莊嚴寶王經

六字明王種子吽字歟。眞言説彼經。私注之。

　　　唵歸命義三身義摩尼寶部鉢訥銘蓮華部吽金剛部調伏義

　　 正念誦　正觀音眞言。次六字呪。又寶王經眞言如上結線或伴僧之

中結之

　・［13-C-3］ （T 2483, 281c19–26）

　　 准胝經。並儀軌等中。此尊不見觀音。但莊嚴寶王經奝然法橋請來也彼

經偏説觀自在菩薩功德悲願利益。不演他尊功力。説六字眞言勝用

了後又有此説。七十七俱胝佛所説陀羅尼是准胝眞言也。若如此説

者。此陀羅尼方應觀自在眞言。若不爾者何此中説之乎。眞言既觀

自在呪者。准胝豈非觀自在菩薩哉
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［13-D］ 薄双紙口決 , T 2535 （vol. 79）, 頼瑜 , 1262 年 .

　・［13-D-1］ （T 2535, 216b8–12） （引用元：T 1050, 48c23）

　　三形開蓮

　　問。正觀音既初割蓮。今用開蓮。有何故耶

　　答。御口云。

　　　千手觀音中爲王。

　　故莊嚴寶王經云。

　　　歸命蓮華王　大悲觀世音文

　　後白河院建立三十三間御堂安置千體千手號蓮華王院。又此意也。

・［13-D-2］ （T 2535, 224b16–22）

　　問。祖師小野僧正既攝六觀音中。何違彼乎

　　答。顯義門多端歟。所以可觀音處據少少出之。

　　　御口云。

　　　　胎藏八葉中觀音以鷺字爲種子。

　　　 今此尊種子鷺字也。種子既同。何非觀音乎。又莊嚴寶王經一經

皆説觀音事。彼經中准胝又有之。故又胎藏遍智院五尊中置三角

智印

［13-E］ 秘鈔問答 , T 2536 （vol. 79）, 頼瑜 , 1300 年 .

　・［13-E-1］ （T 2536, 419a7–22）

　　問。不空羂索觀音義兩流共許也。准胝攝觀音事不明。

　　【中略】

　　 答。木幡口決云。小野僧正依摩訶止觀文入六觀音中是一又六字曼

荼羅中央畫釋迦。迴畫六觀音之中有准胝是二御口決云。胎藏八葉

印中觀音種子用鷺字。今尊又鷺字爲種子是三又莊嚴寶王經皆説觀

音事。而彼經中准胝又有之是四

［13-F］ 出定後語 , B 172 （vol. 32）, 富永仲基 , 1745 年 .

　・［13-F-1］ （B 172, 150a1–6）（21）

　　 又案。曼陀羅氏之業。全在觀相禁咒。存竺土風者。唯曼陀羅氏已。

（35）

密　
　

教　
　

文　
　

化

漢夙失其傳此方獨傳之。不亦奇乎。其人云。大日本國。無有乎爾

則亦無有乎爾。又案。

　　　樓閣經云。

　　　　 眞言是諸佛之母。成佛種子。若無眞言終不能成無上正覺。又

三藏敎（22）盡從陀羅尼所出。

　　　大乘莊嚴寶王經云。

　　　　諸佛亦求神咒。何況凡夫而不持誦耶。

　　　六度經云。

　　　　契經如乳。調伏如酪。對法如生蘇。般若如熟蘇。總持門如醍醐。

　　　十住論云。

　　　　 以六度等為自力。其功遲。念佛等為他力。其功疾。真言中密

具自他二力。

　　是皆曼陀羅氏自重之說也。

［13-G］ 参天台五台山記 , B 174 （vol. 32）, 成尋 , 1073 年 .

　・［13-G-1］ （B 174, 392c10–21）

　　廿六日（庚午）

　　 天晴。齋時梵義大師送菜二坏。諸分喫。崇梵大師。小師景福。請

諸僧喫茶。次梵義大師請諸僧喫茶湯。次參三藏房點茶。令出見父

子合集經梵本。且出來廿五卷未徹祕密名字三摩地分梵本。青焰明

王儀軌梵本。房莊嚴寶王經梵本。皆中天竺貝葉。最優美也。司家

三人來乞錢。小師等出合一貫與了。奉官依宣旨來。依通事出去以

筆書云。奉聖旨先歸本國五人幾日可赴明州。欲志送本國主物色可

附小師者。成尋筆答奏云。奉聖旨。先歸本國五人小師相議。來

二十九日出去。但使臣未來。待使來告可定日志送本國。主物色且

以感悅。即供奉入懷中還參。七時行法了。經八一。

［14］ 最上大乗金剛大教宝王経 , T 1128 （vol. 20）, 法天 , 994 年 .

［14-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .
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［13-D］ 薄双紙口決 , T 2535 （vol. 79）, 頼瑜 , 1262 年 .

　・［13-D-1］ （T 2535, 216b8–12） （引用元：T 1050, 48c23）

　　三形開蓮

　　問。正觀音既初割蓮。今用開蓮。有何故耶

　　答。御口云。

　　　千手觀音中爲王。

　　故莊嚴寶王經云。

　　　歸命蓮華王　大悲觀世音文

　　後白河院建立三十三間御堂安置千體千手號蓮華王院。又此意也。

・［13-D-2］ （T 2535, 224b16–22）

　　問。祖師小野僧正既攝六觀音中。何違彼乎

　　答。顯義門多端歟。所以可觀音處據少少出之。

　　　御口云。

　　　　胎藏八葉中觀音以鷺字爲種子。

　　　 今此尊種子鷺字也。種子既同。何非觀音乎。又莊嚴寶王經一經

皆説觀音事。彼經中准胝又有之。故又胎藏遍智院五尊中置三角

智印

［13-E］ 秘鈔問答 , T 2536 （vol. 79）, 頼瑜 , 1300 年 .

　・［13-E-1］ （T 2536, 419a7–22）

　　問。不空羂索觀音義兩流共許也。准胝攝觀音事不明。

　　【中略】

　　 答。木幡口決云。小野僧正依摩訶止觀文入六觀音中是一又六字曼

荼羅中央畫釋迦。迴畫六觀音之中有准胝是二御口決云。胎藏八葉

印中觀音種子用鷺字。今尊又鷺字爲種子是三又莊嚴寶王經皆説觀

音事。而彼經中准胝又有之是四

［13-F］ 出定後語 , B 172 （vol. 32）, 富永仲基 , 1745 年 .

　・［13-F-1］ （B 172, 150a1–6）（21）

　　 又案。曼陀羅氏之業。全在觀相禁咒。存竺土風者。唯曼陀羅氏已。

（35）

密　
　

教　
　

文　
　

化

漢夙失其傳此方獨傳之。不亦奇乎。其人云。大日本國。無有乎爾

則亦無有乎爾。又案。

　　　樓閣經云。

　　　　 眞言是諸佛之母。成佛種子。若無眞言終不能成無上正覺。又

三藏敎（22）盡從陀羅尼所出。

　　　大乘莊嚴寶王經云。

　　　　諸佛亦求神咒。何況凡夫而不持誦耶。

　　　六度經云。

　　　　契經如乳。調伏如酪。對法如生蘇。般若如熟蘇。總持門如醍醐。

　　　十住論云。

　　　　 以六度等為自力。其功遲。念佛等為他力。其功疾。真言中密

具自他二力。

　　是皆曼陀羅氏自重之說也。

［13-G］ 参天台五台山記 , B 174 （vol. 32）, 成尋 , 1073 年 .

　・［13-G-1］ （B 174, 392c10–21）

　　廿六日（庚午）

　　 天晴。齋時梵義大師送菜二坏。諸分喫。崇梵大師。小師景福。請

諸僧喫茶。次梵義大師請諸僧喫茶湯。次參三藏房點茶。令出見父

子合集經梵本。且出來廿五卷未徹祕密名字三摩地分梵本。青焰明

王儀軌梵本。房莊嚴寶王經梵本。皆中天竺貝葉。最優美也。司家

三人來乞錢。小師等出合一貫與了。奉官依宣旨來。依通事出去以

筆書云。奉聖旨先歸本國五人幾日可赴明州。欲志送本國主物色可

附小師者。成尋筆答奏云。奉聖旨。先歸本國五人小師相議。來

二十九日出去。但使臣未來。待使來告可定日志送本國。主物色且

以感悅。即供奉入懷中還參。七時行法了。經八一。

［14］ 最上大乗金剛大教宝王経 , T 1128 （vol. 20）, 法天 , 994 年 .

［14-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .
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　・［14-A-1］ （T 2216, 322a19–22）

　　略説法等者。

　　大乘莊嚴寶王經（23）云。

　　　説有四乘。一聲聞乘。二縁覺乘。三方廣大乘。四最上金剛乘已上

［15］ 仏説大乗八大曼拏羅経 , T 1168A （vol. 20）, 法賢 , 995 年 .

［15-A］ 蓮華胎蔵界儀軌解釈 , T 2231 （vol. 61）, 真興 , 994 年（24）.

　・［15-A-1］ （T 2231, 569c12–17）

　　軌云。諦觀我此身等者

　　 解云。結上也。執金剛者金剛薩埵也。手執金剛杵故名執金剛。亦

名金剛手。然或普賢菩薩名金剛手。如理趣經新仁王經也。或普賢

之外別有執金剛。如大日經云虚空無垢執金剛。又最勝王經八大曼

荼羅經云金剛手菩薩等也。

［16］ 仏説持明蔵瑜伽大教尊那菩薩大明成就儀軌経 , T 1169 （vol. 20）, 

　法賢 , 994 年 .

［16-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［16-A-1］ （T 2216, 175a26–b7） （引用元：T 1169, 685a6–7）

　　被鹿皮尊者。是不空羂索也。

　　【中略】

　　尊那菩薩經法賢譯第三云。

　　　 畫不空羂索。四面八臂。以虎皮爲衣。復爲絡腋。復以鹿皮爲天

衣二右

［17］ 大方広菩薩蔵文殊師利根本儀軌経 , T 1191 （vol. 20）, 天息災 , 986 年 .

［17-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［17-A-1］ （T 2216, 177b19–25） （引用元：T 1191, 844a3–5）

　　降閻摩尊等者。

（37）
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　　【中略】

　　大方廣菩薩藏文殊師利根本儀軌經天息災譯第二云。

　　　 爾時世尊。説此眞言已。妙吉祥童子化爲大忿怒明王。名焔曼德

迦。彼焔魔王等。深懷驚怖。何況餘人左

　・［17-A-2］ （T 2216, 178a4–7）

　　當檢文殊梵本者。

　　智證雜鈔云。

　　　當檢已下如何云云已上

　　 私云。文殊梵本者。密鈔所引曼殊室利經歟。又宋朝新譯文殊師利

根本敎王經歟。恐是彼曼殊室利經廣本也。

［17-B］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・ ［17-B-1］ （T 2410, 661b13–20） （引用元：T 1191, 873c13, 873b22–

23, 873b24–27）

　　一。南枝菓不可爲念珠事

　　大方廣菩薩文殊（25）師利根本儀軌經曰。

　　　金剛子。印捺羅子。芥子。木槵子。

　　　若得南枝長而無葉。彼雖有子不可爲珠。若爲珠者害衆生命。

　　故。

　　　 ○彼南枝若不長及有葉。彼或有子堪爲珠者。彼持誦人亦須捨離。

何以故。猶能敬寃家故。捨而不取。乃獲福無量云云

　　文廣尤悉。可見念珠抄。

［17-C］ 禅林象器箋 , B 103 （vol. 19）, 無著道忠 , 1741 年 .

　・［17-C-1］ （B 103, 813b3–816a14） （引用元：T 1191, 870c25–27）

　　鉢

　　【中略】

　　文殊師利根本儀軌經第十曰。

　　　若是瓦鉢。洗已薰乾。其餘木鉢金銀等鉢。洗淨無垢。卽得受用。
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　・［14-A-1］ （T 2216, 322a19–22）

　　略説法等者。

　　大乘莊嚴寶王經（23）云。

　　　説有四乘。一聲聞乘。二縁覺乘。三方廣大乘。四最上金剛乘已上

［15］ 仏説大乗八大曼拏羅経 , T 1168A （vol. 20）, 法賢 , 995 年 .

［15-A］ 蓮華胎蔵界儀軌解釈 , T 2231 （vol. 61）, 真興 , 994 年（24）.

　・［15-A-1］ （T 2231, 569c12–17）

　　軌云。諦觀我此身等者

　　 解云。結上也。執金剛者金剛薩埵也。手執金剛杵故名執金剛。亦

名金剛手。然或普賢菩薩名金剛手。如理趣經新仁王經也。或普賢

之外別有執金剛。如大日經云虚空無垢執金剛。又最勝王經八大曼

荼羅經云金剛手菩薩等也。

［16］ 仏説持明蔵瑜伽大教尊那菩薩大明成就儀軌経 , T 1169 （vol. 20）, 

　法賢 , 994 年 .

［16-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［16-A-1］ （T 2216, 175a26–b7） （引用元：T 1169, 685a6–7）

　　被鹿皮尊者。是不空羂索也。

　　【中略】

　　尊那菩薩經法賢譯第三云。

　　　 畫不空羂索。四面八臂。以虎皮爲衣。復爲絡腋。復以鹿皮爲天

衣二右

［17］ 大方広菩薩蔵文殊師利根本儀軌経 , T 1191 （vol. 20）, 天息災 , 986 年 .

［17-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［17-A-1］ （T 2216, 177b19–25） （引用元：T 1191, 844a3–5）

　　降閻摩尊等者。
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　　【中略】

　　大方廣菩薩藏文殊師利根本儀軌經天息災譯第二云。

　　　 爾時世尊。説此眞言已。妙吉祥童子化爲大忿怒明王。名焔曼德

迦。彼焔魔王等。深懷驚怖。何況餘人左

　・［17-A-2］ （T 2216, 178a4–7）

　　當檢文殊梵本者。

　　智證雜鈔云。

　　　當檢已下如何云云已上

　　 私云。文殊梵本者。密鈔所引曼殊室利經歟。又宋朝新譯文殊師利

根本敎王經歟。恐是彼曼殊室利經廣本也。

［17-B］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・ ［17-B-1］ （T 2410, 661b13–20） （引用元：T 1191, 873c13, 873b22–

23, 873b24–27）

　　一。南枝菓不可爲念珠事

　　大方廣菩薩文殊（25）師利根本儀軌經曰。

　　　金剛子。印捺羅子。芥子。木槵子。

　　　若得南枝長而無葉。彼雖有子不可爲珠。若爲珠者害衆生命。

　　故。

　　　 ○彼南枝若不長及有葉。彼或有子堪爲珠者。彼持誦人亦須捨離。

何以故。猶能敬寃家故。捨而不取。乃獲福無量云云

　　文廣尤悉。可見念珠抄。

［17-C］ 禅林象器箋 , B 103 （vol. 19）, 無著道忠 , 1741 年 .

　・［17-C-1］ （B 103, 813b3–816a14） （引用元：T 1191, 870c25–27）

　　鉢

　　【中略】

　　文殊師利根本儀軌經第十曰。

　　　若是瓦鉢。洗已薰乾。其餘木鉢金銀等鉢。洗淨無垢。卽得受用。
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［18］ 仏説文殊師利一百八名梵讃 , T 1197 （vol. 20）, 法天 , 990 年 .

［18-A］ 行林抄 , T 2409 （vol. 76）, 相実・静然 , 1154 年 .

　・［18-A-1］ （T 2409, 277b26–c5）

　　行者次應誦一百八名讃。供養本尊

　　【中略】

　　 私（26）云。軌只云誦一百八名。不出其讃。是金界十六尊中利菩

薩讃也。師傳以此爲別讃八字文殊軌出此讃。祕録云。文殊師利

一百八名讃一本運

［19］ 仏説妙吉祥最勝根本大教経 , T 1217 （vol. 21）, 法賢 , 994 年 .

［19-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［19-A-1］ （T 2216, 178a4–9）

　　一　當檢文殊梵本者。

　　【中略】

　　 光云。宋西天三藏法賢譯佛説妙吉祥最勝根本大敎王經（27）三卷。

此上卷説焔鬘得迦形像。蓋指之乎。

［20］ 仏説大摩里支菩薩経 , T 1257 （vol. 21）, 天息災 , 987 年 .

［20-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［20-A-1］ T 2216, 59b21–25） （引用元：T 1257, 281a7–9）

　　食前可作息災等者。

　　大摩里支菩薩經第六云天息災譯

　　　 復次息災増益等法。起首之時各有時分。作息災之法用早辰。増

益之法亦用早辰。降伏之法用日中。敬愛之法用夜半八右

［21］ 仏説聖宝蔵神儀軌経 , T 1284 （vol. 21）, 法天 , 987 年 .

［21-A］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・［21-A-1］ （T 2410, 659c23–25） （引用元：T 1284, 350c7）

（39）
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　　一。鈴韻數一二三四五六七各隨法其數異。

　　微妙大曼荼羅經云。

　　寶藏神軌云。

　　　鈴内有簧聲相最妙者（28）
云云

2. 「宋代翻訳密教経典」に言及する文献に対する分析

以上のように、「SAT 大蔵経データベース」および「CBETA 電子佛典

集成」を活用して「宋代翻訳密教経典」（合計 122 部）の被引用状況を調

査したところ、そのうちの 21 部の経典が「中世・近世の日本人によって

撰述された文献」に引用されていることが確認された。抽出されたデータ

を、「複数の密教経典に言及する文献」、「複数の密教経典に言及する文献

の著者」、「複数の文献に引用された宋代翻訳密教経典」、「日本人に引用さ

れた後期密教経典」という観点から整理すると、次のような結論が得られ

る（29）。

第一に、「複数の密教経典に言及する文献」という観点では、T 2216（14

部）（30）、T 2225（6 部）、T 2410（4 部）、B 174（3 部）、T 2409（3 部）、

T 2536（3 部）、T 2241（3 部）、T 2483（2 部）、T 2535（2 部）、T 2451（2

部）、T 2453（2 部）、T 2219（2 部）、B 103（2 部）という 13 本の文献が

該当する（31）。そのため、最も多くの「宋代翻訳密教経典」に言及する「中

世・近世の日本人によって撰述された文献」は、T 2216（大日経疏演奧鈔、

杲宝・賢宝、1398 年）ということになる。また次点は、T 2225（金剛頂

大教王経私記、曇寂、1732 年）である。

第二に、「複数の密教経典に言及する文献の著者」という観点では、杲宝・

賢宝（17 部）【15 部】（32）、曇寂（8 部）【7 部】、賴瑜（6 部）【3 部】、杲宝（6

部）【3 部】、光宗（4 部）【4 部】、成尋（3 部）【3 部】、相実・静然（3 部）

【3 部】、定海・元海（2 部）【2 部】、無著道忠（2 部）【2 部】という 11 名

が該当する（33）。そのため、最も多くの「宋代翻訳密教経典」に言及する
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［18］ 仏説文殊師利一百八名梵讃 , T 1197 （vol. 20）, 法天 , 990 年 .

［18-A］ 行林抄 , T 2409 （vol. 76）, 相実・静然 , 1154 年 .

　・［18-A-1］ （T 2409, 277b26–c5）

　　行者次應誦一百八名讃。供養本尊

　　【中略】

　　 私（26）云。軌只云誦一百八名。不出其讃。是金界十六尊中利菩

薩讃也。師傳以此爲別讃八字文殊軌出此讃。祕録云。文殊師利

一百八名讃一本運

［19］ 仏説妙吉祥最勝根本大教経 , T 1217 （vol. 21）, 法賢 , 994 年 .

［19-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［19-A-1］ （T 2216, 178a4–9）

　　一　當檢文殊梵本者。

　　【中略】

　　 光云。宋西天三藏法賢譯佛説妙吉祥最勝根本大敎王經（27）三卷。

此上卷説焔鬘得迦形像。蓋指之乎。

［20］ 仏説大摩里支菩薩経 , T 1257 （vol. 21）, 天息災 , 987 年 .

［20-A］ 大日経疏演奧鈔 , T 2216 （vol. 59）, 杲宝・賢宝 , 1398 年 .

　・［20-A-1］ T 2216, 59b21–25） （引用元：T 1257, 281a7–9）

　　食前可作息災等者。

　　大摩里支菩薩經第六云天息災譯

　　　 復次息災増益等法。起首之時各有時分。作息災之法用早辰。増

益之法亦用早辰。降伏之法用日中。敬愛之法用夜半八右

［21］ 仏説聖宝蔵神儀軌経 , T 1284 （vol. 21）, 法天 , 987 年 .

［21-A］ 溪嵐拾葉集 , T 2410 （vol. 76）, 光宗 , 1348 年 .

　・［21-A-1］ （T 2410, 659c23–25） （引用元：T 1284, 350c7）

（39）
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　　一。鈴韻數一二三四五六七各隨法其數異。

　　微妙大曼荼羅經云。

　　寶藏神軌云。

　　　鈴内有簧聲相最妙者（28）
云云

2. 「宋代翻訳密教経典」に言及する文献に対する分析

以上のように、「SAT 大蔵経データベース」および「CBETA 電子佛典

集成」を活用して「宋代翻訳密教経典」（合計 122 部）の被引用状況を調

査したところ、そのうちの 21 部の経典が「中世・近世の日本人によって

撰述された文献」に引用されていることが確認された。抽出されたデータ

を、「複数の密教経典に言及する文献」、「複数の密教経典に言及する文献

の著者」、「複数の文献に引用された宋代翻訳密教経典」、「日本人に引用さ

れた後期密教経典」という観点から整理すると、次のような結論が得られ

る（29）。

第一に、「複数の密教経典に言及する文献」という観点では、T 2216（14

部）（30）、T 2225（6 部）、T 2410（4 部）、B 174（3 部）、T 2409（3 部）、

T 2536（3 部）、T 2241（3 部）、T 2483（2 部）、T 2535（2 部）、T 2451（2

部）、T 2453（2 部）、T 2219（2 部）、B 103（2 部）という 13 本の文献が

該当する（31）。そのため、最も多くの「宋代翻訳密教経典」に言及する「中

世・近世の日本人によって撰述された文献」は、T 2216（大日経疏演奧鈔、

杲宝・賢宝、1398 年）ということになる。また次点は、T 2225（金剛頂

大教王経私記、曇寂、1732 年）である。

第二に、「複数の密教経典に言及する文献の著者」という観点では、杲宝・

賢宝（17 部）【15 部】（32）、曇寂（8 部）【7 部】、賴瑜（6 部）【3 部】、杲宝（6

部）【3 部】、光宗（4 部）【4 部】、成尋（3 部）【3 部】、相実・静然（3 部）

【3 部】、定海・元海（2 部）【2 部】、無著道忠（2 部）【2 部】という 11 名

が該当する（33）。そのため、最も多くの「宋代翻訳密教経典」に言及する
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「中世・近世の日本人」は、東寺の杲宝（34）（1306–1362）と賢宝（1333–1398）

ということになる（35）。また次点は、江戸中期を代表する学僧である曇寂

（1674–1742）である。

第三に、「複数の文献に引用された宋代翻訳密教経典」という観点では、

［2］（12 本）（36）、［13］（7 本）、［1］（6 本）、［6］（4 本）、［7］（3 本）、［10］

（3 本）、［17］（3 本）、［3］（2 本）、［4］（2 本）、［5］（2 本）、［8］（2 本）、［9］

（2 本）という 12 部の経典が該当する。そのため、最も多くの文献で言及

された「宋代翻訳密教経典」は、［2］（仏説一切如来真実摂大乗現証三昧

大教王経）ということになる。その要因としては、真言宗における所依の

経典の一つは『真実摂経』（『初会金剛頂経』）であるが、空海が請来した

唐代の不空訳（T 865）が部分訳であるのに対して、［2］は全訳であるから、

多くの真言僧に参照されたのだと推定することができる。また同様の傾向

が、［1］（仏説最上根本大楽金剛不空三昧大教王経）にも見られる。この［1］

は、真言宗における常用経典である『理趣経』（T 243）の増広版である。

そのため、日本中世・近世における「宋代翻訳密教経典」の受容という

観点から注目すべきなのは、［13］（仏説大乗荘厳宝王経、Kāraṇḍavyūha-

sūtra（37））である。同経典は、観自在菩薩の「六字真言」を説示するもの

であるため、当該の真言に対する信仰が、当時の日本の僧侶たちの間で隆

盛していたことが予想される（38）。

第四に、「日本人に引用された後期密教経典」という観点では、［4］（仏

説一切如来金剛三業最上秘 密大教王経、Guhyasamāja-tantra）、［7］（仏説

瑜伽大教王経、*Māyājāla-tantra）、［8］（仏説大悲空智金剛大教王儀軌経、

Hevajra-tantra）、［14］（最上大乗金剛大教宝王経（39））という 4 部の経典が

該当する（40）。また、それらに言及する「中世・近世の日本人」は、成尋（［8］）、

杲宝・賢宝（［4］、［7］、［14］）、曇寂（［4］、［7］、［8］）、普寂（［7］）とい

う 5 名である。

これらの人物は、漢訳された「後期密教経典」に言及しているが、それ

らの内容を批判しているわけではない。特に注目すべきなのは、杲宝・賢

（41）
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宝が『大日経疏演奧鈔』（［7-A-2］）において『仏説瑜伽大教王経』を、曇

寂が『金剛頂大教王経私記』（［8-A-1］）において『仏説大悲空智金剛大教

王儀軌経』を、それぞれ教証として挙げている点である。そのため、漢訳

された「後期密教経典」は、世間一般では流行しなかったものの、一部の

学僧には受容されていたと判断することができる。紙幅の都合上、漢訳さ

れた「後期密教経典」の日本や中国における受容に関しては、別稿にて詳

説する予定である。

略号表
B  『大蔵経補編』（台北 : 華宇出版社）
em.  emendation（筆者が想定する読み）
om. omitted in（当該の版本が、対応箇所を欠いている）
T  『大正新脩大蔵経』
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「中世・近世の日本人」は、東寺の杲宝（34）（1306–1362）と賢宝（1333–1398）

ということになる（35）。また次点は、江戸中期を代表する学僧である曇寂

（1674–1742）である。

第三に、「複数の文献に引用された宋代翻訳密教経典」という観点では、
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（2 本）という 12 部の経典が該当する。そのため、最も多くの文献で言及
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経典の一つは『真実摂経』（『初会金剛頂経』）であるが、空海が請来した

唐代の不空訳（T 865）が部分訳であるのに対して、［2］は全訳であるから、
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該当する（40）。また、それらに言及する「中世・近世の日本人」は、成尋（［8］）、
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う 5 名である。
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松長有慶 ［編著］
　［2005］『インド後期密教（上）―方便・父タントラ系の密教―』, 春秋社 .
　［2006］『インド後期密教（下）―般若・母タントラ系の密教―』, 春秋社 .
安元剛
　［2019］『密教美術形成史の研究 ―北西インドを中心として―』, 起心書房 .
Kameyama, Takahiko（亀山隆彦）
　 ［2017］ “Medieval Shingon Buddhist Monks’ Acceptance of the Esoteric Buddhist Scrip-

tures Translated in the Song Dynasty: An Analysis of Gōhō’s Acceptance of the 
Newly Translated Esoteric Sutras,” Indogaku Bukkyōgaku Kenkyū 65 （3）: pp. 
1310–1315.

Wayman, Alex

　［1984］“The Sarvarahasyatantra,” 『インド古典研究』6: pp. 521–569.

註
（1）本稿は、特定の宗派における「宋代翻訳密教経典」の受容状況ではなく、中世・

近世の複数の宗派における「宋代翻訳密教経典」の受容の傾向を解明することを
目的としている。そのため、『大正新脩大蔵経』や『卍新纂大日本続蔵経』といっ
た「大蔵経」のみを調査の対象とした。

（2）Cf. 武内［1976］。
（3）一例として、千葉［1996: 143］は、東寺の杲宝が『秘蔵要文集』において、宋

代に翻訳された『一切秘密最上名義大教王儀軌』（T 888）に言及していると指摘
している。また、Kameyama［2017: 1312–1313］は、杲宝が『大日経疏演奥鈔』（T 
2216）と『三十巻教王経文次第』（T 2226）において、宋代に翻訳された『仏説
一切如来真実摂大乗現証三昧大教王経』（T 882）に言及していると指摘している。

（4）千葉［1996］は、天息災や施護などによって漢訳された密教経典が、すべて「後
期密教経典」であると誤認している。また同氏は、［5］（一切秘密最上名義大教
王儀軌）を「後期密教経典」として捉えているが、同経典は漢訳されるのが遅かっ
ただけであり、実際には「中期密教経典」に分類される。同経典の概略について
は、Wayman［1984: 521］を参照。

（5）武内［1976: 35］は、『大中祥符法宝録』と『景祐新修法宝録』の分類法に従っ
た上で、秘密部には 123 部 228 巻が属すると指摘している。ただし、当該の分類
法は、『大正新脩大蔵経』における経典の分類とは異なっている。本稿は、『大正
新脩大蔵経』における経典の分類法に準拠しているため、武内［1976］とは経典
数が異なっている。

（6）Kameyama［2017: 1312］に従えば、杲宝が『大日経疏演奧鈔』を賢宝に託した
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のは 1356 年であり、賢宝は 1398 年まで同文献に手を加え続けている。また、鎌
田ほか［1998: 654］が指摘するように、現行の同文献は、江戸時代になってか
ら浄厳（1639–1702）が補筆訂正し、その後に慧光（1666–1734）が校正し、1708
年に完成したものである。なお、本稿では便宜上、同書の完成年代を「1398 年」
と表記した。

（7）曰 ］ em.; 日 T

（8）賢 ］ em.; 實 B

（9）者 ］ em.; 音 T

（10）毘盧遮那 ］ em.; 栽埼起誇 T
（11）波羅蜜 ］ em.; ハラウ T

（12）西村［2007: 74］に従えば、『顕揚正法復古集』は、普寂（1707–1781）が 73
歳の時に著されている。そのため、同書が撰述されたのは 1779 年ということに
なる。

（13）『仏説大悲空智金剛大教王儀軌経』の訳出年代に関しては、［8-B-1］に「至和元年」
と記されていることから、「1054 年」であることが判明した。なお、この年代は、
訳者である法護の生没年（963–1058）や、982 ～ 1037 年の間には同経典が訳出
されていない事と符合しており、信憑性が高いと考えられる。

（14）七 ］ em.; om. T

（15）問 ］ em.; 圓 T

（16）何らかの文献からの孫引きであり、現行の『仏説大乗聖無量寿決定光明王如
来陀羅尼経』には、『秘鈔問答』が引用する文章は存在していない。

（17）『行林抄』では、「大乘莊嚴功德寶王經」という名称が用いられているが、直
後の引用文が『仏説大乗荘厳宝王経』からのものであるため、同経典を指してい
ると判断した。なお、『遊方記抄』「梵僧指空禅師伝考」（T 2089）には、「吾示
以大莊嚴功德寶王經摩醯莎羅王因地品。」（983b26–27）という記述が存在するが、
直後の引用文が現行の『仏説大乗荘厳宝王経』には存在しないため、この場合は
別の経典を指していると判断することができる。

（18）願 ］ em.; 類 T

（19）白 ］ em.; 日 T

（20）右 ］ em.; 左 T

（21）富永仲基は当該箇所において、『樓閣経』、『大乗荘厳宝王経』、『六度経』、『十
住論』からの引用文を挙げている。しかし、『樓閣経』、『大乗荘厳宝王経』、『十
住論』からの引用文は、現行の経典には記載されていない。また、『六度経』は『六
波羅蜜多経』の誤記である。これらの問題は、富永が『顕密圓通成仏心要集』（T 
1955）、『大日経住心品疏私記』（T 2219）、『三蔵法數』（B 117）から出典を明か
さずに孫引きを行ったことに起因すると推定することができる。以下、富永が参
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註
（1）本稿は、特定の宗派における「宋代翻訳密教経典」の受容状況ではなく、中世・

近世の複数の宗派における「宋代翻訳密教経典」の受容の傾向を解明することを
目的としている。そのため、『大正新脩大蔵経』や『卍新纂大日本続蔵経』といっ
た「大蔵経」のみを調査の対象とした。

（2）Cf. 武内［1976］。
（3）一例として、千葉［1996: 143］は、東寺の杲宝が『秘蔵要文集』において、宋

代に翻訳された『一切秘密最上名義大教王儀軌』（T 888）に言及していると指摘
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一切如来真実摂大乗現証三昧大教王経』（T 882）に言及していると指摘している。

（4）千葉［1996］は、天息災や施護などによって漢訳された密教経典が、すべて「後
期密教経典」であると誤認している。また同氏は、［5］（一切秘密最上名義大教
王儀軌）を「後期密教経典」として捉えているが、同経典は漢訳されるのが遅かっ
ただけであり、実際には「中期密教経典」に分類される。同経典の概略について
は、Wayman［1984: 521］を参照。

（5）武内［1976: 35］は、『大中祥符法宝録』と『景祐新修法宝録』の分類法に従っ
た上で、秘密部には 123 部 228 巻が属すると指摘している。ただし、当該の分類
法は、『大正新脩大蔵経』における経典の分類とは異なっている。本稿は、『大正
新脩大蔵経』における経典の分類法に準拠しているため、武内［1976］とは経典
数が異なっている。

（6）Kameyama［2017: 1312］に従えば、杲宝が『大日経疏演奧鈔』を賢宝に託した
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歳の時に著されている。そのため、同書が撰述されたのは 1779 年ということに
なる。

（13）『仏説大悲空智金剛大教王儀軌経』の訳出年代に関しては、［8-B-1］に「至和元年」
と記されていることから、「1054 年」であることが判明した。なお、この年代は、
訳者である法護の生没年（963–1058）や、982 ～ 1037 年の間には同経典が訳出
されていない事と符合しており、信憑性が高いと考えられる。

（14）七 ］ em.; om. T

（15）問 ］ em.; 圓 T

（16）何らかの文献からの孫引きであり、現行の『仏説大乗聖無量寿決定光明王如
来陀羅尼経』には、『秘鈔問答』が引用する文章は存在していない。

（17）『行林抄』では、「大乘莊嚴功德寶王經」という名称が用いられているが、直
後の引用文が『仏説大乗荘厳宝王経』からのものであるため、同経典を指してい
ると判断した。なお、『遊方記抄』「梵僧指空禅師伝考」（T 2089）には、「吾示
以大莊嚴功德寶王經摩醯莎羅王因地品。」（983b26–27）という記述が存在するが、
直後の引用文が現行の『仏説大乗荘厳宝王経』には存在しないため、この場合は
別の経典を指していると判断することができる。

（18）願 ］ em.; 類 T

（19）白 ］ em.; 日 T

（20）右 ］ em.; 左 T

（21）富永仲基は当該箇所において、『樓閣経』、『大乗荘厳宝王経』、『六度経』、『十
住論』からの引用文を挙げている。しかし、『樓閣経』、『大乗荘厳宝王経』、『十
住論』からの引用文は、現行の経典には記載されていない。また、『六度経』は『六
波羅蜜多経』の誤記である。これらの問題は、富永が『顕密圓通成仏心要集』（T 
1955）、『大日経住心品疏私記』（T 2219）、『三蔵法數』（B 117）から出典を明か
さずに孫引きを行ったことに起因すると推定することができる。以下、富永が参
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照したと思われる箇所を列記する。
　①『顕密圓通成仏心要集』（T 1955, 1001c27–1002a2）
　　 樓閣經云。眞言是諸佛之母。成佛種子。若無眞言終不能成無上正覺。又三藏敎

盡從陀羅尼所出。
　②『顕密圓通成仏心要集』（T 1955, 1003b7–9）
　　 如大乘莊嚴寶王經説。諸佛亦求神呪。何況凡夫而不持誦耶。
　③『大日経住心品疏私記』（T 2219, 572b4–7）
　　 六度經第一十六云。此五法藏譬如乳酪生酥熟酥及妙醍醐。契經如乳。調伏如酪。

對法敎者如彼生蘇。大乘般若猶如熟酥。總持門者譬如醍醐之味。
　④『三蔵法數』（B 117, 546b15–c1）
　　 十住論云。一自力門。謂修六度萬行等。如人陸地步行千里。其到則遲。二他力

門。謂念佛等。如人水路船行千里。其到則疾。今真言中密具自他二力。
（22）敎 ］ em.; 經 T

（23）当該の「大乘莊嚴寶王經」という記述は、「最上大乘寶王經」の誤記であると
判断した。その根拠としては、①『大日経疏演奧鈔』における引用文と対応する
記述が現行の『仏説大乗荘厳宝王経』（T 1050）には存在せず、②対応すると考
えられる記述が『最上大乗金剛大教宝王経』（T 1128）に存在することが挙げら
れる。なお、このような問題が生じたのは、杲宝・賢宝が『顕密円通成仏心要集』

（T 1955, 1002a2–4）の記述（故最上大乘寶王經中。説有四乘。一聲聞乘。二緣覺
乘。三方廣大乘。四最上金剛乘。）を出典を明かさずに孫引きする際に、経典名
を誤記したためであると推定できる。なお、当該の引用文は、『最上大乗金剛大
教宝王経』自体には記されていないため、『顕密円通成仏心要集』において要約
されたものであると推定することができる。

（24）『蓮華胎蔵界儀軌解釈』の成立年代は 994 年とされているが、そこで言及され
ている『仏説大乗八大曼拏羅経』の訳出年代（995 年）とは矛盾が生じる。この
問題に関しては、①真興（934/935–1004）が同書を 995 年以降に著作した可能性、
②同書の「八大曼荼羅經」という記述が『仏説大乗八大曼拏羅経』以外の経典を
指している可能性、③『仏説大乗八大曼拏羅経』への言及箇所が後代の追記であ
る可能性、が想定できる。これらのうち、①と②に関しては蓋然性が低いため、
③であると推測できるが、現時点では確定することができなかった。

（25）殊 ］ em.; 珠 T

（26）私 ］ em.; 厶 T

（27）『大日経疏演奧鈔』に引用された経典名（佛説妙吉祥最勝根本大敎王經）は、
現行の経典名（佛説妙吉祥最勝根本大敎經）とは異なっている。この問題に関し
ては、①杲宝・賢宝が誤記をした可能性や、②現行の経典名が誤っている可能性
を想定することができる。なお、［1］、［2］、［4］、［7］のように、経典名に「大

（45）

密　
　

教　
　

文　
　

化

教王経」という語句が含まれる経典は、多数存在している。
（28）者 ］ em.; 音 T
（29）本稿における結論は、「SAT 大蔵経データベース」および「CBETA 電子佛

典集成」のみに基づいた暫定的なものではあるが、中世・近世の複数の宗派にお
ける「宋代翻訳密教経典」の受容の傾向を理解する上では有益であると判断した。
今後の課題としては、特定の宗派における全集（例：真言宗全書、天台宗全書）
をも対象とした網羅的な調査を行うことが挙げられる。

（30）ここでは（　）内に、当該の文献が何種類の「宋代翻訳密教経典」に言及し
ているのかを記載した。

（31）本稿では、言及する経典数が同じ場合には、文献を成立年代が古い順に並べ
ている。

（32）ここでは（　）内に、当該の人物が何種類の「宋代翻訳密教経典」に言及し
たのかについて、複数の文献間における重複を無視した回数を記載した。他方、

【　】内には、複数の文献間における重複を 1 回と見なして記載した。一例とし
て、文献 A・B・C にそれぞれ同一の経典が言及されている場合、（3 部）【1 部】
と表記される。

（33）本稿では、言及する経典数が同じ場合には、文献の著者を生年が古い順に並
べている。

（34）櫛田［1979: 317–320］が指摘しているように、杲宝の著作は莫大な量であり、
そのすべてが『大正新脩大蔵経』に収録されている訳ではない。そのため、本稿
では、その極一部しか検討することができなかった。そして、それらの著作には、

「宋代翻訳密教経典」が引用されている可能性が十分に存在する。なお、櫛田［1979］
の存在に関しては、坂口太郎氏（高野山大学准教授）から御教示いただいた。記
して感謝いたします。

（35）杲宝の単著で引用されている「宋代翻訳密教経典」は、杲宝・賢宝の共著で
引用されている経典と共通するので、単著と共著を統合しても【15 部】にしか
ならない。

（36）ここでは（　）内に、当該の経典が何種類の「中世・近世の日本人によって
撰述された文献」で言及されているのかを記載した。

（37）Kāraṇḍavyūha-sūtra の概要については、佐久間［2005］を参照。
（38）『仏説大乗荘厳宝王経』は、［13-B-1］、［13-C-1］、［13-C-3］の記述を根拠とし

て、三論宗の奝然（938–1016）が 987 年（一説には 986 年）に日本へ帰国した際
に、宋から持ち帰ったものであることが理解できる。なお、同経典が訳出された
のは 983 年であり、その僅か 4 年後には日本に伝来したことになる。なお奝然は、
入宋する前に真言宗の元杲から密教も学んでおり、その関係で同経典が真言僧に
流布した可能性を想定することができる。



— 110 —

（44）

日
本
中
世
・
近
世
に
お
け
る
「
宋
代
翻
訳
密
教
経
典
」
の
受
容
に
つ
い
て

照したと思われる箇所を列記する。
　①『顕密圓通成仏心要集』（T 1955, 1001c27–1002a2）
　　 樓閣經云。眞言是諸佛之母。成佛種子。若無眞言終不能成無上正覺。又三藏敎

盡從陀羅尼所出。
　②『顕密圓通成仏心要集』（T 1955, 1003b7–9）
　　 如大乘莊嚴寶王經説。諸佛亦求神呪。何況凡夫而不持誦耶。
　③『大日経住心品疏私記』（T 2219, 572b4–7）
　　 六度經第一十六云。此五法藏譬如乳酪生酥熟酥及妙醍醐。契經如乳。調伏如酪。

對法敎者如彼生蘇。大乘般若猶如熟酥。總持門者譬如醍醐之味。
　④『三蔵法數』（B 117, 546b15–c1）
　　 十住論云。一自力門。謂修六度萬行等。如人陸地步行千里。其到則遲。二他力

門。謂念佛等。如人水路船行千里。其到則疾。今真言中密具自他二力。
（22）敎 ］ em.; 經 T

（23）当該の「大乘莊嚴寶王經」という記述は、「最上大乘寶王經」の誤記であると
判断した。その根拠としては、①『大日経疏演奧鈔』における引用文と対応する
記述が現行の『仏説大乗荘厳宝王経』（T 1050）には存在せず、②対応すると考
えられる記述が『最上大乗金剛大教宝王経』（T 1128）に存在することが挙げら
れる。なお、このような問題が生じたのは、杲宝・賢宝が『顕密円通成仏心要集』

（T 1955, 1002a2–4）の記述（故最上大乘寶王經中。説有四乘。一聲聞乘。二緣覺
乘。三方廣大乘。四最上金剛乘。）を出典を明かさずに孫引きする際に、経典名
を誤記したためであると推定できる。なお、当該の引用文は、『最上大乗金剛大
教宝王経』自体には記されていないため、『顕密円通成仏心要集』において要約
されたものであると推定することができる。

（24）『蓮華胎蔵界儀軌解釈』の成立年代は 994 年とされているが、そこで言及され
ている『仏説大乗八大曼拏羅経』の訳出年代（995 年）とは矛盾が生じる。この
問題に関しては、①真興（934/935–1004）が同書を 995 年以降に著作した可能性、
②同書の「八大曼荼羅經」という記述が『仏説大乗八大曼拏羅経』以外の経典を
指している可能性、③『仏説大乗八大曼拏羅経』への言及箇所が後代の追記であ
る可能性、が想定できる。これらのうち、①と②に関しては蓋然性が低いため、
③であると推測できるが、現時点では確定することができなかった。

（25）殊 ］ em.; 珠 T

（26）私 ］ em.; 厶 T

（27）『大日経疏演奧鈔』に引用された経典名（佛説妙吉祥最勝根本大敎王經）は、
現行の経典名（佛説妙吉祥最勝根本大敎經）とは異なっている。この問題に関し
ては、①杲宝・賢宝が誤記をした可能性や、②現行の経典名が誤っている可能性
を想定することができる。なお、［1］、［2］、［4］、［7］のように、経典名に「大
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教王経」という語句が含まれる経典は、多数存在している。
（28）者 ］ em.; 音 T
（29）本稿における結論は、「SAT 大蔵経データベース」および「CBETA 電子佛

典集成」のみに基づいた暫定的なものではあるが、中世・近世の複数の宗派にお
ける「宋代翻訳密教経典」の受容の傾向を理解する上では有益であると判断した。
今後の課題としては、特定の宗派における全集（例：真言宗全書、天台宗全書）
をも対象とした網羅的な調査を行うことが挙げられる。

（30）ここでは（　）内に、当該の文献が何種類の「宋代翻訳密教経典」に言及し
ているのかを記載した。

（31）本稿では、言及する経典数が同じ場合には、文献を成立年代が古い順に並べ
ている。

（32）ここでは（　）内に、当該の人物が何種類の「宋代翻訳密教経典」に言及し
たのかについて、複数の文献間における重複を無視した回数を記載した。他方、

【　】内には、複数の文献間における重複を 1 回と見なして記載した。一例とし
て、文献 A・B・C にそれぞれ同一の経典が言及されている場合、（3 部）【1 部】
と表記される。

（33）本稿では、言及する経典数が同じ場合には、文献の著者を生年が古い順に並
べている。

（34）櫛田［1979: 317–320］が指摘しているように、杲宝の著作は莫大な量であり、
そのすべてが『大正新脩大蔵経』に収録されている訳ではない。そのため、本稿
では、その極一部しか検討することができなかった。そして、それらの著作には、

「宋代翻訳密教経典」が引用されている可能性が十分に存在する。なお、櫛田［1979］
の存在に関しては、坂口太郎氏（高野山大学准教授）から御教示いただいた。記
して感謝いたします。

（35）杲宝の単著で引用されている「宋代翻訳密教経典」は、杲宝・賢宝の共著で
引用されている経典と共通するので、単著と共著を統合しても【15 部】にしか
ならない。

（36）ここでは（　）内に、当該の経典が何種類の「中世・近世の日本人によって
撰述された文献」で言及されているのかを記載した。

（37）Kāraṇḍavyūha-sūtra の概要については、佐久間［2005］を参照。
（38）『仏説大乗荘厳宝王経』は、［13-B-1］、［13-C-1］、［13-C-3］の記述を根拠とし

て、三論宗の奝然（938–1016）が 987 年（一説には 986 年）に日本へ帰国した際
に、宋から持ち帰ったものであることが理解できる。なお、同経典が訳出された
のは 983 年であり、その僅か 4 年後には日本に伝来したことになる。なお奝然は、
入宋する前に真言宗の元杲から密教も学んでおり、その関係で同経典が真言僧に
流布した可能性を想定することができる。
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（39）『最上大乗金剛大教宝王経』は、［4］ Guhyasamāja-tantra の聖者流に関連する
経典であるが、サンスクリット原典とチベット語訳は現存していない。同経典の
概略については、苫米地［2012］および安元［2019: 502–528］を参照。なお、安
元［2019］の存在に関しては、川﨑一洋氏（高野山大学特任准教授）から御教示
いただいた。記して感謝いたします。

（40）これらの後期密教経典の概要については、松長［2005］［2006］を参照。

（本研究は、令和２年度の「一般財団法人 仏教学術振興会 研究助成」による研究成
果の一部である）

〈キーワード〉宋代翻訳密教経典、漢訳された後期密教経典
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